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内
　
　
容

は

じ

め

に

衣
食
住
と

薬

一

般
の

医

学

治

療
・

呪

術
の

否
定

薬
・

治
療
の

黙
認

治

療
を
除

く
呪
術
の

禁
止

古
代
イ

ン

ド

に

お

け
る

浄
法

古
代
セ

イ

卩

ン

に

お

け
る

浄
法

　
国

　
薬
に

ょ

る

治

療

　
回
　
パ

リ

ッ

タ

に

ょ

る

治
療

　
　

資
料
（

A
、

B、

C
、

D
）

お

わ
り

に

1
　
は
じ

め

に

　

文
化
（

2
一

言
器
）

を、

或
る
一

定
の

社

会
に

お

い

て

習
得
（

♂
曽
昌
）

さ

れ、

共
有

（
°・

プ

曽
 
）

さ

れ
、

伝
達
（

9
穹
。・

§
一

佇

）

さ

れ
て

い

る

も
の

　

　

駒
澤

大
學
佛
教
學
部
論
集
第
十
二

号

　
昭

和
五

十
六

年
十
月

　

　
　

　

（

3
）

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
・

　
・

　

…

と

見
る

な

ら
ば

、

「

初
期
仏
教
に

お

け
る

文
化
」

と
は

、

パ

ー

リ

語
に

ヨ
　
　
　
へ

　
　
　ゐ
　
　
　
も
　
　

　ヤ
　
　
　ヘ
　

　
　ヘ
　

　
　
へ
　　
　
も
　
　
　も　
　
　ヘ　
　
　ミ
　
　　
ヘ
　
　　
ヤ
　
　　
で

よ
っ

て

支

配
さ

れ

た

初
期
の

仏

教
社
会
に

定
着
し

、

そ
こ

に

伝
え
ら

れ

て

い

る

仏

教
全
般
に

関
わ

る

生

活
様
式

、

な
い

し

そ
の

現
象
で

あ
る

と

言
い

う
る

。

本

研
究
は

、

か

か

る

観
点
よ

り
、

イ

ン

ド

仏
教
初
期
に

お

け
る

生
活
様
式

、

或
い

は

そ
の

規
定
た

る

律
が

、

原
始
仏
教
か

ら

テ

ー

ラ

ヴ

ァ

ー

ダ

（

南
方
上

座

部
）

仏
教

、

な
か

ん

ず
く
古
代
セ

イ
ロ

ン

仏

教
に

至
る

社
会
の

中
で

、

い

か

に

受
容
さ

れ
、

ま
た

は

拒

否

さ

れ

た

か
、

そ
の

文
化
変
容
（

碧
o

巳
ε
冨
菖
o
口
）

を
、

パ

ー

リ

語
文
献
に

よ

っ

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
ぬ
　
　　へ
　
　　　
　
　　　
　

　
　
ヘ
　

　
　マ

て

多

少
と

も
明
ら

か

に

し
、

も
っ

て

パ

ー

リ

文
化

圏
に

お

け
る

仏
教
の

基

層
的
性

格
解
明

の

足

掛
り
に

し

よ

う

と

す
る

も
の

で

あ
る

。

　

こ

こ

に

い

う

「

文
化
変
容
」

と
は

、

異
っ

た

文
化
を
も
つ

人
々

の

集

団
ど

う
し

が

持
続
的
な
直
接
接
触
を

行
な
っ

た

結
果

、

そ
の
一

方
ま

た

は

両
方
の

集
団
の

固
有
の

文
化
型
に

変
化
を
お

こ

す
現
象

を

意

味

す

（

4
）

る
。

し
た

が
っ

て
、

こ

れ

を

「

初
期

仏
教
の

社
会
」

に

つ

い

て

見
る

な

ら

ぽ
、

二
三
二
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初
期
仏
教
に

お

け

る

文
化
変
容

（

片
山
）

　

ω

　
古
代
ヒ

ン

ド

ゥ

文

化
に

お

け
る
バ

ラ
モ

ン

社
会

／
仏

教
社
会

　

 

　
古
代
仏
教
文
化
に

お

け
る
イ

ン

ド

社
会

／
セ

イ
ロ

ン

社
会

と
い

う
二

つ

の

場
合
に

限
定
さ

れ
る

こ

と

に

な
る

。

そ
の

う
ち

本
稿
に

お

い

て

は
、

仏
教
の

現

実
生

活
に

お

い

て

も
不

可
避

な

「

薬
」

を
め

ぐ

る
処

置
を
一

つ

の

モ

デ
ル

ケ

ー

ス

と

し

て

扱
う

が
、

そ

れ
は

こ

の

中
に

　
　

　
　
ヘ
　
　　　へ　　
　　　
　　　マ　　
　　マ　
　
　　
マ　　　　マ　
　
　　カ

す
ぐ
れ
て

テ

ー

ラ

ヴ

ァ

ー

ダ

的
な
特

質
が

見
出
さ

れ

る

か

ら

に

外
な

ら

な
い

。

　
テ

ー

ラ

ヴ

ァ

ー

ダ

的
と
は

、

法
・

律
に

お

い

て

伝

統
的
で

あ

り
、

そ
の

実
践

に

お

い

て

伝
統
的
装
い

を

持
っ

た

伝
統
的

的
で

あ

る

こ

と

を

い

う
。

註
1

　
（

1
）

　
こ

こ

に

い

う

「

初
期

仏
教
」

の

意
味

す
る

も
の

は
、

根
本
仏

教、

原

　
　

　

始
仏
教
で

も
な
け

れ
ば
、

い

わ

ゆ
る

初

期
仏
教
（

三

枝
充
悳
『

初
期
仏

　
　

　

教
の

思
想
』

は

し
が

き
参

照
）

で

も
な
い

。

釈
尊
在

世
の

頃
か

ら
5C

　
　

　

の

セ

イ

ロ

ソ

に

お

け
る

仏
音
（

bロ
ロ
O
臣

げ
”

αq
げ
O

沼
）

時

代
あ
た

り

ま
で

の

　
　

　

仏
教
を

指
す

。

そ

れ
は

文

献
上
の

制

約
に

よ

る

も
の

で
、

パ

ー

リ

（

原

　
　

　

始

経
典
）

か
ら

ア

ッ

タ

カ

タ

ー

（

註
釈
書）

ま
で

の

期
間
に

限
定
さ
れ

　
　

　

る
。

約
千
年
間
を

初
期
仏

教
と

呼
ぶ

こ

と
に

若
干
の

躊
躇
も

あ
る

が、

　
　

　
ぬ　　　ヨ
　　　
ヘ　　　マ
　
　
　
ヘ　　　ヘ
　
　　マ　　
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　
　ヤ
　　　
ヤ　　　ミ
　　　ヤ

　
　

　

テ

ー

ラ

ヴ

ァ

ー

ダ

の
、

し

か

も
文
化
変
容
を

扱
う

場
合
に

は

こ

の

言

葉

　
　

　

の

使
用

も

許
さ

れ
よ

う
。

　
（

2
）

　
「

薬
」

は
、

薬、

食
物

、

治

療
の

意
味
を

含
む

。

本
稿
で

は

「

治
療
」

　
　

　

と

し

た

方
が
よ

り

適
確
で

あ
る

が
、

仏
教
に

は

文
化
の

公

分
母
た

る

衣

　
　

　
・

食
・

住
・

薬
と

い

う
四

依
止

（

資
具
）

の

呼
称
が

あ
る

こ

と
か

ら
、

　
　

　

あ
え
て

薬
の

語
を

用
い

る
。

な
お

、

本
稿
に

関
連
す
る

論
文
と
し

て
、

　
　

　

奈
良
康
明

「

古
代
イ

ソ

ド

仏
教
に

お

け
る

治

病
行
為
の

意

味
i
世
間

・

一

三
四

　
　
出
世

間
両
レ

ヴ
ェ

ル

の

関
係
を

中
心

に
」

（

中
村
元
博
士

還
暦・
記
念
論

　

集
『

イ

ン

ド

思
想
と

仏

教
』

所
収
）

参

照
。

（

3
）

　
幻゚

＝
葺
o

『
　
→

ぎ

O
ミ
ミ

ミ
、

切

ミ

粛
丶

§

ミ゚

一

逡
押

劉

N
ピ

（

4
）

国゚

力

巴

欝
年

菊。

＝
昇
゜

昌

即

琴
ト

閏
 

磊

ぎ
≦
8
”
、

蠧
 

日
゜
「

譽−

　

臨
ニ

ヨ

o

コ

昏
 

ω

ε
α

団

o
｛

＞

8
巳
叶

匡

畠
臨
o
コ．、
（

』
§

ミ
 

ミ
こ

》

ミ
、

ヤ

　
　
、
o

琶
ミ
晦

勝
騎

×

×

×

く一一凶旨

6
°。

 、

”°
一

お
h
）

H
　
衣
食
住
と

薬

　

最
初
期
に

お

け
る

仏

教
の

比
丘

生

活
は

、

初
期
の

諸
経

典
に

よ

れ

ば

極
め

て

簡
素
な

も
の

で

あ
っ

た
。

少
く
と

も
『

経

集
』

（

 

ミ
鷺
ミ

愚
勸

匙
）

で

見
る

限
り

、

後
世
の

僧
団

組
織

、

僧
院
生

活
な

ど

を
ほ

と

ん

ど

感
じ

さ
せ

な
い

自

山
な

、

し

か

も

徹
底
的
に

自

己

を

見
つ

め
よ

う

と

す
る

孤

独
な

生
活
で

あ
っ

た
。

一

般
の

バ

ラ

モ

ン
、

或
い

は

外
道

な

ど
に

よ

る

外
見
上

の

生
活
形

態
は

こ

と
ご

と

く

否
定

し

て

言

わ

れ

る
。

　

「

魚
・

肉
〔

の

不

食
〕

も
、

断
食
も
裸
体
も

、

剃
髪
も、

結
髪
も

、

塗
塵

　

も、

粗
い

鹿
皮
衣

も
、

火
神
へ

の

献

供
の

営
み

も、

或
い

は

世

間
の

不
死

を

　

得
る

た
め

の

多
く
の

若

行
も、

真

言

も
供
犠
も

祭
祀
も

、

季

節
の

荒
行
も、

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（

1
）

　

そ
れ
ら
は

疑
惑
を

超
え
て

い

な
い

入
を
清
め

る
こ

と

が
で

き
な
い
」

　

そ
し

て

身
心

の

統
一

を

説

き、

独

坐

（

Φ

犀
鋤
・゚

目
⇔
）

、

独

坐
の

思

惟

（

冨
箭
国

ま
蠧

）

が

強
調
さ

れ

た
。

　
　
「

独
坐

（

身

脱
落）

と

親

近
沙
門
（

心

脱
落
）

と
を

学
べ

。

独
り

楽
し

む
限

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（

2）

　

り
、

聖
者
は

独
一

と

称
さ

れ
る

。

」

　
　
「

独
坐
の

思

惟
と

禅
定
と
を

捨
て

ず、

諸
法
に

お

い

て

常
に

法
に

従
っ

て

行

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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（
3

）

　

な
い

、

諸

生
存
の

患
い

を

思
惟
し

、

犀
の

角
の

よ

う

に

独
り

歩
め
」

と
。

又、

真
実
の

バ

ラ

モ

ン

と

な
る

こ

と

が

く
り

返
し

称
賛
さ

れ
た

。

　

「

在
家

者
、

出

家
者
の

い

ず
れ
に

も
交
わ

ら

ず
、

家

な
く

遍
歴

す
る

少
欲
の

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
（

4
）

　

人
、

彼
を

私
は
パ

ラ

モ

ソ

と
呼
ぶ
」

　
こ

の

よ

う

に

見
る

と
、

最
初
期
の

仏
教
が

目
指
し

た

も
の

は
、

独
り

無
所
有
を

実
践
す

る

真
実
の

バ

ラ

モ

ソ

へ

の

復
帰
で

も
あ
っ

た
こ

と

が

わ

か

る
。

そ
し

て

そ
の

実
生
活
ぱ

、

最
少
限

度
の

必

需
品
の

知
足
に

あ

っ

た
。

　

「

衣
服

（

O一
く
m
触
四
）

、

乞
食
（

覧

且
餌

O

掣
鋤
）

、

〔

柄

人
の
〕

品
（

冨
6

＄
賽
） 、

　

住
所

（

ω

餌

団
的

口
餌
乙自

四
⇒
餌
）

、

こ

れ
ら
に

対
し

て

欲
を

起
こ

す
な

。

再
び

世
に

戻

　
　

　
　
　

（

5
）

　

っ

て

は

な
ら
ぬ
」

　
　
「

智
慧
の

す

ぐ
れ
た

弟
子
は、

仏
の

説
か

れ
た

法
を

聞
き、

乞
食
（

営

且
”
）

　

と

住
・

臥
坐

所

（

〈一
げ
倒
「

Pー
ロロ

拶

団
P】
P
酬
ω
薗

P
餌
）

と

除
垢
の

大

衣
　
（

°。
o
ロ

α自

げ

馨
壁

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（

6
）

　

量
冒
冨
く

酵
嘗
印
）

と

水
（

倒

冨
）

と

を

考
慮
し

て

用
い

よ
」

　

『

ス

ッ

タ

ニ

パ

ー

タ
』

に

知
ら
れ

る

初
期
の

仏
教
で

は
、

比
丘
は

こ

の

よ

う

に

厳
し

い

最
少

限
の

衣
食
住
の

生
活

を

送
っ

て

い

た
。

こ

の

頃

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（

7
）

に

は

ま

だ

「亠
楽
」

（

げ
ず
 
ω

巴
冨
）

が

明
確
に

認
め

ら

れ
て

い

な
い

。

　

品

（

℃
 
o

皐
髯
）

と

か

水

（

鋤

冨
）

と
い

う
も
の

で

示

さ

れ
て

い

る

の

み

で

あ
る

。

し
か

し

『

長
老
偈
』

（

→
評

ミ
魯
晦

黜

ミ
勸
）

に

な
る

と
、

こ

れ
が

比

丘

自

身
の

体

験
か

ら

具

体
的
に

説
か

れ

る
よ

う
に

な

る
。

　
　
「

乞
食
（

‘

三

耳
畳
且
p
）

を

食
と
し

、

牛
溲
（

呂
ユ

ヨ

葺
μ
）

を

薬
と
し

、

　

樹
下
（

円

ロ

算
冨
ヨ
ロ

昼
）

を

臥
坐

所
と
し

、

糞
掃
衣

（

冨
臼
ω

奥
q

訂
）

を

衣

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（

8
）

　

服
と

す
る

。

こ

れ
ら
を

受
用

す
る

者、

彼
こ

そ
四

方
の

人
で

あ
る

。

」

　
　

　
初
期
仏
教
に

お

け
る

文
化
変
容

（

片
山
）

　
こ

こ

で

は

牛
溲
が

薬
（

o
ω

巴
冨
）

と
し

て
、

は
っ

き
り

述
べ

ら

れ
て

い

る
。

又
、

他
の

箇
所
で

も
薬

（

ぴ

冨
・゚

＆
餌
）

を

含
む

資
具
等
に

対
す

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
（

9）

る

無
欲
に

つ

い

て

述
懐
さ
れ

て

い

る

か

ら
、

こ

の

時
点
で

は

衣
食
住

に

「

薬
」

が

公

認

さ
れ
て

い

た

と

考
え
て

よ

い
。

わ

れ

わ

れ
は

こ

こ

に
、

仏
教
生
活
の

必

需
品
が

衣
食
住
か

ら

衣
食

住
・

薬
に

移
っ

て

い

る

こ

と

を

見
る

。

た

だ

し
こ

こ

で

も

ま

だ

薬
は

「

牛
溲
」

で

あ
っ

て
、

後
の

「

余
得
」

な

る

も
の

は

加

わ
っ

て

い

な
い

。

　
し

か

し
、

こ

う

し

た

簡
素

な
生

活

も
後
に

僧
団
が

拡

大
す
る

と

大
き

く

変
化
し

た
。

即
ち

波
羅
提
木

叉
（

℃
鋤

怠

蓐
o

葵
審
）

が

成
立
し

、

次
い

で

上
掲
の

こ

と
が

ら
が

、

い

わ

ゆ
る

、

い

わ

ゆ
る

「

四

依
」

（
o

簿
鼠
周
o

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
（
10
）
　

　

　
・

・

、

・

三
羽
凶

愚
）

の

行

法
と
し

て

『

律
蔵
』

（

大
品

大
挺
度
）

に

規
定
さ

れ
出

家
者
に

課
さ

れ
る

よ

う

に

な
っ

た

の

で

あ

る
。

1
　

出
家
は

乞
食
（

O

ぢ
臼
）

に

よ

る
。

こ

れ
に

よ

っ

て

生
涯

勤
め

よ
。

〔

余

　
得
は

僧
次

食
、

別

請
食

、

請
食、

行
籌
食

、

十
五

日
食、

布
薩
食

、

月
初

食
で

あ
る
〕

。

2
　

出
家
は

糞
掃
衣

（

B
旨
ω

島
三
四
）

に

ょ

る
。

こ

れ

に

よ

っ

て

生

涯
勤
め

　
よ

。

〔

余
得
は

亜

麻
衣

、

綿
衣、

絹
衣

、

褐
衣、

麻
貯
衣
で

あ
る

〕

。

3
　
出
家
は

樹
下
坐

（

「

口

評
犀
『
薗

ヨ
“閏
国

ロリ

 

昌
剛
ロo
山

昌
四
）

に

よ

る
。

こ

れ
に

よ
っ

　
て

生
涯
勤
め

よ
。

〔

余
得
は

精
舎

、

半

覆
屋、

殿
楼

、

楼
房

、

地

窟
で

あ

　
る
〕

。

4

出
家
は

牛
溲

（

呂
ニ

ヨ
三
訂
喜
窃
a
冨

11
陳
棄
薬

、

牛

尿
な

ど

を

混
ぜ

　
た

薬
）

に

よ

る
。

こ

れ
に

よ

っ

て

生

涯
勤
め

よ
。

〔

余
得
は

熟
酥

、

生
酥、

　
油

、

密、

糖
で

あ
る
〕

。

コ
ニ

五
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初
期
仏
教
に

お

け
る

文
化
変
容
（

片
山
）

　

こ

れ

ら
の

四

力

条
（

カ

ッ

コ

内
を
除
く

）

は
、

も
と

も
と

仏
教
に

限

ら

れ
た

も
の

で

は

な

く
、

真
の

修
行
者
バ

ラ

モ

ン

に

対

し

て

求

め

ら

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

（
11
）

た

項
日

で

あ
っ

た

ら

し

い
。

し

か

し

律
蔵
の

中

に

こ

の

よ

う
に

或
る

時

　

　
マ
　

　

ね
　

　

ヘ
　

　

へ

期
に

ま

と

め

て

提
示

さ
れ

た

と
い

う
こ

と
は
、

既
に

見
た

よ

う

に

仏
教

の

始
ま

り

に

お

い

て

は

こ

れ

ら
の

内
容
が

比
丘

の

目
指
し

た

理

想
的
な

生
活
で

あ
っ

た

こ

と

を

物
語
っ

て

い

る
。

そ
し

て

同
時
に
、

こ

れ
ら
が

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
へ
　

　

も

　
　

ヘ

　
　へ

条
文
化
さ

れ
た

時
期

、

即
ち
、

一

人
の

バ

ラ

モ

ン

が

仏
教

生

活
の

安
易

さ

を
知
っ

て

入

団
し

た

と

伝
え

ら

れ
る

比
較
的

早
い

時
点
に
、

も
は

や

仏
教
の

中

心

が

個
か

ら

集
団
の

生
活
へ

と

移
行
し

て

お

り
、

そ
の

内
容

が

比

丘
に

は

守
ら

れ
て

い

な
か
っ

た

と

い

う

現
実
を
わ

れ

わ

れ
に

教
え

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ヘ
　　
　
ヘ
　　
　
ヘ
　
　
　

へ

る
。

た

だ
、

こ

れ

ら
の

遵
守
が
一

般
比

丘
の

生
活
に

お

い

て

い

か

に

困

難
と

な
っ

た
か

は
、

上
掲
四

力

条
の

「

余
得
」

の

付
加
が

示

す
と
こ

ろ

　

（
12
）

で

あ
り

、

ま
た
一

方
で

、

こ

れ

ら

初
め

三
力

条
（

衣
・

食
・

住
）

の

知

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　
（

13）
　

・

、

足
に

そ
の

功
徳
が

あ
る

と

い

わ

れ
る

頭
陀

（

伽
ず

ロ

＄
）

の

修
行
が

任
意

へ的
（

個
人

的
）

に

行
な
わ

れ

た

も
の

で

あ．
る

と

い

う
こ

と

か

ら

も
、

更

に

は

後
に

提

婆
（
一

）

⇔

〈

跨

島
9
け

け

”
）

の

五

主

張
が

否
認
さ
れ

た

と
い

う
伝

（

14
）

承
か

ら

も
朋
ら
か

で

あ
ろ

う
。

「

薬
」

に

つ

い

て

み

て

も、

既

に

見
た

「

牛
溲
」

に

熟

酥
、

生
酥、

油
、

蜜
、

糖
の

五

種
（

い

わ

ゆ
る

七

日

薬
）

が

加
え
ら

れ
て

お

り
、

こ

れ
ら

は

　
「

牛
の

五

味
」

即

ち

乳
、

酪、

生

酥
、

熟
酥、

醍
醐
を

越
え
た

も
の

で

も
あ
る

の

で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う

に
、

理
想
追
求
の

立

場
よ

り

「

律
」

に

お

い

て

は

厳
し

い

四

依
を

規
定
し

勧
め

な
が

ら

余
得
を
加

え

ざ
る

を

得
な
か

っ

た

事
情
か

一

三
六

ら
、

わ

れ

わ
れ

は
、

仏

教
が

初
期
の

う

ち

に

す
で

に

「

実
践
」

に

お
い

て
、

そ

れ
は

特
に

「

薬
」

に

関
し

て

著
る

し

い

も
の

で

あ
る

が
、

種
々

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
も

　
　

ね

　
　

ヤ

に

変
化
し

固
定
化

な
い

し

伝
統
化
さ
れ

て

い

る

と
い

う
一

特
徴
を

看
取

　

（

15
）

し

う
る

。

こ

れ
は

、

古
代
ヒ

ン

ド

ゥ

文
化
か

ら

出
発
し

て

真
の

バ

ラ

モ

ン

の

理

想
を

追

求
し

た

仏
教
が

、

ヒ

ン

ド

ゥ

文

化
の

中
で

「

教
え
」

こ

そ

違

え
、

生
活
形
態
に

お

い

て

は

最
初
に

否
定
し
た

筈
の
一

般．
バ

ラ

モ

ン

・

外
道
の

生

活
に

も
似
た

も
の

へ

と

歩
み
つ

つ
、

仏
教
独
自
の

姿
を

整
え

た
こ

と

を

意
味
し

て

お

り
、

一

つ

の

文
化
変
容
を
示

し

て

い

る
。

　

こ

う
し

た

四

依

（

四

資
具
）

に

関
す
る

変．
化
の

う
ち

、

「

薬
」

或
い

は

「

薬
の

扱
い

11
治
療
」

に

限
っ

て

見
れ

ば

ど

う
か

、

以

下

に

考
察
し

た
い

。

註
皿

　
（

1
）

　
しり
嶺゚

鱒

お

　
（

2
）

　
の

斧

謡
。。

「

独
住
」

（

 

訂
く

ぴ
騨
 
）

と
い

う
こ

と
に

つ

い

て

は

堕

戸

　

　

　
卜。

○。

b。
Ibo

°。

劇

な
ど
に

見
え
る
が

、

 
§

に

は

見
ら

れ
な
い

。

な
お

早
島
鏡

　

　

　
正

『

初
期
仏
教
と

社

会
生
活
』

口

歹
 

卜⊃

よ
刈

参
照

。

　
（

3
）

 

墨

＄

　
（

4
）

　
Gり
斧

ON

◎。．

b
苺゚
心

宝

中
村
元

『

原
始
仏

教
の

成
立
』

℃

』
誌
参
照

。

　
（

5
）

讐．
ω
ω

O

　
（

6
）

　
 

斧

ω
 

yoh

．
も。

鴇

こ

の

解
釈
は

、

水
野

弘
元
博
士

（

南

伝
大

蔵
経

　

　

　

第
24
巻
）

、

中
村
元
博
士

（

『

ブ

ッ

ダ

の

こ

と

ぽ
』

岩
波
文
庫
）

と
は

異

　

　

　
り

註
釈
（

ミ゚
国
口

　

切
論．
ω
O
一

）

を

尊
重
し
た

も
の

で

あ
る

。

　
（

7
）

　
助
高

に

は

薬
の

語
と
し

て

o

芻

警
餌

（

＜

＜°
尸

b。
Φ
 

昆
牛
の

五

味
）

は

見

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

Kom 三1z 三1w 三1　 Unlverslty

　
　

ら

れ
る

が

げ
げ
 
ω

巴

冨

は

見
ら
れ

な
い

。

（

8
）

　
→

ぎ
堕

δ
巽

9°
→
魯
貸

 

這
ご

9
一

く°
卜。

日

（

9
）

→

ぎ
鴨゚

 

b。
宀

（

10
）

　
＜

旨邑
一゜
 

◎。

…
O

甲
 
 

（

11
）

§
§
り

§
、

識

く
尸

置

の
一

文
は

、

こ

の

事
情
を

説
明

す

る

も

の

　
　

と

言
え
よ

う
。

「

鉢

（

冨
冨
ご
） 、

樹
下

（

く

甚
留
旨
口

訂
）

、

ポ
ロ

衣

　
　
（

犀

9
 

冨
）

、

孤

独

（

o

鈴

冨
器
鼠
）

、

お

よ
び
冖

切
に

対

す
る

平

等
性

　
　
（

匂自

ロ

ヨ
舞
m
）

、

こ

れ
は

解
脱
の

特
徴
で

あ
る

。

」

と
い

う
。

（

12
）

　
「

乞
食
」

が

守
ら

れ
な

か

っ

た

こ

と
に

つ

い

て

は
、

ミ
芦
H
一゜

謡
h曜…

　
　
＝
 
い
目

 
朝

o
け

o
二

「

糞
掃
衣
」

に

つ

い

て

は

く

ミ゚

H°
b◎
o 。

賦
駈

HH

ド

一

ヨ

　
　
旨
 

簿
ρ

な
お

佐
藤
密
雄

『

原
始

仏
教
教
団
の

研

究
』

署
』
ω
Φ

i
鰹
O

　
　
参
照

。

（

13
）

　
後
世
の

団
詠
§°
 
O

に

は
「

修
行
者
は
、

衣
服
知
足
（

o
団

く
四

鑓−
雷
暮
忌

　
　
笹一
）

、

鉢
食
知

足
（

ロ一
督

“

四
〇
倒
け

騨・
の

o
）

、

住

所
知
足
（

ω

o
ロ
ロ

紹

冨−
°。

。

）

を

　
　
確
立
し

て

禅
定
修
習
の

楽
（

σ
ゴ
叫

く
餌

口
91
『
鋤
「

口
四
佇

鋤
）

を

証
得
し

う

る
」

と

　
　
い

う
。

（

14
）

　
く
帖

嵩

」
一．
H

電

五

種
の

主

張
と
は

次
の

通
り
。

比
丘

は

生
涯

、

 
林

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
へ
　

　む

　
　
住
す
べ

き
で

あ
り

、

村
に

入
れ
ば

罪
と

さ
れ
よ

、

 
乞
食
す
べ

き
で

あ

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
マ
　
　

ヤ

　
　
り、

請
食
を

受
け
れ
ば

罪
と
さ

れ
よ

、

 
糞
掃
衣
を

着
る

べ

き

で

あ

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
も

　
　へ

　
　
り

、

居
士

衣
を

受
け
れ
ば

狂
と

さ

れ
よ

、

 
樹
下
に

坐
す

べ

き

で

あ

　
　
り

、

屋
内
に

入
れ
ぽ

罪
と

さ

れ
よ
、

 
魚

、

肉
を

食
べ

る

べ

ぎ
で

は

な

　
　
く、

魚
、

肉
を
食
べ

れ
ば

罪
と

さ

れ
よ

。

（

15
）

　
こ

の

傾
向
が、

「

中
道
」

と
い

う

教
え

自
体
の

中
に

秘
め

ら

れ

て

い

　
　
る
こ

と
を

考
え

な

け
れ
ば

な

ら
な
い

o

初
期
仏
教
に

お

け
る

文
化
変
容
（

片

山
）

皿

　
一

般
の

医
学

　

仏
教
社
会
で

の

「

薬
」

に

対
す
る

扱
い

を

見
る

前
に

、

ま

ず
古
代
イ

ン

ド
、

或
い

は

セ

イ
ロ

ン

に

お

け
る

医
学
一

般
に

つ

い

て

概
観
し

て

お

こ

う
Q

　

イ
ン

ド

に

お

け
る

医
学
の

起
源
は

、

古
く

『

リ

グ

・

ヴ

エ

ー

ダ
』

（

伽
噸
竃

§
）

の

呪
法
に

ま
で

遡
り

う
る

が
、

実
用

的
立

場
か

ら 
こ

え
ば

『

ア

タ

ル

ヴ

ァ
・

ヴ
ェ

ー

ダ
』

（

》

蕁
ミ
ミ・
竃

§
）

、

特
に

そ
の

所
属
の

『

カ

ウ

シ

カ

ス

ー

ト

ラ
』

（

映
§
寒
毳
ミ
§

）

に

示

さ

れ
た

治
療
学

、

呪

　
　
　

　
　
　
　

　
　
（

1
）

法
、

薬
法
に

求

め

ら

れ
る

。

呪
法

と

薬
法
と

は

古

く
か

ら

不

可

分
の

関

係
に

あ
る

も
の

で
、

イ

ン

ド

で

は

と
り

わ

け

呪
法

技
術
が

発
達
し

、

病

原
体
を

鬼
霊
に

認
め

、

こ

れ

を

呪

文
で

払
お

う
と

す
る

鬼
霊
学
が

医

学

の

重
要

な
一

部
門
を

占
め

た
。

一

方
、

病
気
一

般
に

つ

い

て

は
、

身

体

を

構
成
す
る

五

元

素
（

地
、

水
、

火
、

風
、

空
）

の

う
ち

の

ゴ ．

要
素
、

即

ち

風

（

ぐ
似

＄
） 、

火
と

し

て

の

胆
汁

（

且
洋
国

）
、

水
と

し

て

の

粘
液

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
（
2
）

（

色

窃
旨
節

昌
）

に

よ

る

障
害
か

ら

起
こ

る

も
の

と

さ
れ

た

が
、

　
こ

の

理

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（
3
）

論
は
セ

イ

ロ

ソ

で

も
採
り

入

れ

ら

れ
た

。

セ

イ
ロ

ン

で

は

そ
う
し

た

病

気

全
般
に

わ

た

る

治

療

を

主

と

し

て

『

ア

ー

ユ

ル

・

ヴ
エ

ー

ダ
』

　
1
　

　

　

　
（

4
）

（

』
勘

ミ
・

聴

§
）

に

負
う

た
。

こ

の

識
嗣

は

『

ア

タ

ル

ヴ

ァ

・

ヴ

ェ

ー

ダ
』

の

副
支
分
と

し
て

、

或
い

は

『

リ

グ
・

ヴ

ェ

ー

ダ
』

の

副
ヴ
ェ

ー

ダ

と

し

て

古
代
イ

ソ

ド
の

チ

ャ

ラ

カ

（

O
霞
餌

園
） 、

ス

シ

ュ

ル

タ

（

ω

誌

鐸
欝
）

な

ど
に

よ

る

医
学
書

と

共
に

主

要
位
置
を

占
め

、

ま

た

他
の

ヒ

ソ

ド
ゥ

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

ニ
ニ

七
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初
期
仏
教
に

お

け
る

文
化
変
容
（

片
山
）

の

影

響
を

受
け
た

文
化
圏
に

お

い

て

も
、

大
な

り

小
な
り

医

学
的
知
識

を
こ

れ
よ

り

得
て

い

る

と
い

っ

て

よ

い
。

そ
の

名
の

通
り

「

長

命
学
」

の

書
と
し

て

尊
重
さ

れ

た
。

　

古
代
セ

イ
ロ

ソ

の

医

学
は

イ
ン

ド

の

影
響
下
に

大
い

に

発

展

し

た

が
、

医
師
（

〈
 

山
鋤
）

に

よ

る

独
立
の

カ

ー

ス

ト

が

形
成
さ

れ

た
こ

と

は

　
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

5）

な
か

っ

た

し
、

特
に

学
派
も
生
ま

れ

な
か
っ

た
。

し
か

し

な

が

ら
王
の

　
　

　
　
　
（

6
）

中
に

は

医
術
に

秀
で
、

『

ア

ー

ユ

ル

・

ヴ

ェ

ー

ダ
』

に

通
暁
し
た

者
も

　
　

　
（

7）

い

た

こ

と
、

ま
た

後
に

こ

の

書
に

基
づ

い

て
パ

ー

リ

語
に

よ

る

唯
一

の

　
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

（

8
）

医

学
書
『

薬
の

宝
凾
』

（

寒
霧
ミ
双
霜

ミ
窺

識
、

黜
魎

黜
）

が

著

わ

さ

れ
、

更
に

後
世

、

そ
の

注
釈
書
が

有
名
な

沙
弥
サ

ラ

ナ

ン

カ

ラ

に

よ
っ

て

書
か

れ

　
　
（

9
）

た

こ

と

な

ど
は

注
目
さ

れ

よ

う
。

　

古
代
イ

ン

ド

で

も
セ

イ
ロ

ン

で

も、

薬、

治
療
は

現
実
の

生
命
に

関

わ
る

最
も

重
要
な

関
心

事
で

あ
っ

た
。

註
皿

　
（

1
）

　
言
　
≦
冒
9
「

三
旨
”

象
罫
馬

偽

ミ
鳴

§
、

帖

ミ
§
神

§

趣
ミ
、

ミ

ミ、

　
　

　
自

二
陣

零
bd
餌

口

PH8

卜。

（

中
野

義
照
訳
『

イ

ン

ド

の

学
術
書
』

弓

」
。。

°。

）

、

　
　

　

辻
直
四

郎
『

イ
ン

ド

文
明
の

曙
』

（

岩
波
新
書
）

唱

」

培

参
照

。

　
（

2
）

　
い゚

幻

9
窪

2
旨

コ
ま
o

鑓
け

一

ト．
N

ミ
鳴

9
毳
鴇
崎

§
（

目
oB

巴
Hy

　
　

　
H
 

器

 

HO

α

H

亠
 

語

こ

れ
は

パ

ー

リ

に

お

い

て

も
認
め

ら

れ
る

。

「

比

　
　

　

丘
ら
よ

、

医
師
（

ユ

匹
no

匿
訂
）

は
、

胆
汁
よ

り
起
こ

る

病
気
（

宮
冖

母・

　
　

　

器
ヨ
ロ

導
ゴ
似
昌

叩
餌
げ
 
α

げ
餌
）

を
治
し

、

粘
液
よ

り

起
こ

る

病

気
（

器
37
四・

　
　

　
ω

。

）

を

治
し
、

風
よ

り

起
こ

る

病
気
（

く

似

6
あ

。

）

を
流

す
た

め

に

下
剤

　
　

　
（

≦
器
6

畧
9
）

を

施
す

、

云
々

。

」

（

斧

く・

鬯
。。

h・
）

一

三

八

（

3
）

≦
Ω
 

だ
奠
回

O
ミ
味

ミ
鴨

ミ

9
胤

§

旨

ミ
§
爲
§、

→

旨
毳
（

巴゚

　
　
ご

団

即

穿
o

ぽ
詳
）

H

霧
P
吻

刈
〔

Y
刈
一゜

（

4
）

　
伝
承
に

よ

れ
ば
、

本
書
は

も
と

八

分、

即

ち

外

科

（

ゆ

巴

冨
）

、

眼

　
　
科
（

瓮一

騨
冨
） 、

内
科
（

倒

冨
o

蒔一
冨
叫
） 、

鬼
霊

学
（

げ

冨
冨
≦
O

鴇
）

、

　
　
小
児
科
（

囚

曁
ヨ
国

量
び

耳
げ一

）

、

仙
薬
学
（

鑓
路

冨
驀
） 、

強
精
学
（

〈
倒−

　
　
旨

貯
9。
「

p。
09

）

か

ら

成
る

（

竃゚

妻一
葺
o
円

三
言”

o

戸

o一
广闇
旧

中
野

義
照

　
　
訳

、

同
掲
書

ロ

」
°。
°。

）

。

o
广

炉

幻

魯
o
匡

Φ

冖

ト

霊
葺
oN

国
冖

」
甑
9

　
　
姻

呂
α
O

高
 
 

O
…

一゜

霊一
＝
oNm

嘗

　
→

譜

6
貯
芻
苛

ミ
　

寒
、

嵩
ミ

ミー

　
　
§
ミ
亀
毳

さ
戴

ミ
鳶
H8

♪

OO
．
　

ゐ
ご
HoQ

 

亠
 

9

（

5
）

　
芝゚

O
 

凝
 

さ

8幽
9
佇

二

吻

刈

P

（

6
）

　
4C

の

ブ
ッ

ダ

ダ
ー

サ

王

（

Cd
岱
ユ
α

ず
⇔
α
酬
ω

g
）

は
、

虫
入
り
の

乳
を

飲

　
　
ん

で

病
気
に

な
っ

た

比
丘

に
、

馬
の

血

管
か

ら

採
取
し

た

血

を

飲

ま

　
　
せ
、

後
で

虫
を
吐
か

せ

て

治
し

た
。

治
療
後

、

王
は

「

自
分
の

医

術
に

　
　
よ

っ

て
、

虫
も
馬

も
比
丘
も

無
事
で

あ
っ

た
」

と

喜
ん

だ
と
い

わ

れ
る

　
　
（

さ呷
ω

8

臣
−

§
）

が、

そ
れ
は

“

仏
陀
の

奴
隷
”

と

い

う
工

名
に

ふ

　
　
さ
わ

し

い

行
動
で

も
あ
っ

た
。

ま
た

こ

の

王
は

自
ら
サ

ソ

ス

ク

リ

ッ

イ

　
　
語
で

医

学
書

の

賢
勵

ミ
魯
織

寶
誌
肉

ミ
ぎ

を

著
お

し
て

い

る
。

（

7
）

　
12C

の

セ

イ

ロ

ソ

最
大
の

英
主
パ

ラ

ッ

カ

マ

パ

ー

フ

　
（

勺
国

鑓

葵
甲

　
　
ヨ
国

げ

讐
ロ
）

一

世
は

『

ア

ー
ユ

ル

ヴ
ェ

ー

ダ
』

に

通
じ

、

自
ら
病

人
の

　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

ミ
　
　

ヨ

　
　
治
療
を

行
な
い

多
く
の

病
院
を

建
て

、

ま
た

医

師
に

は

応
分
の

生

活
費

　
　
を

支
払
っ

た
と

も
言
わ

れ
る

（

ミ
§

認

二
†
u

凸

）

。

（

8
）

　
13C

の

諄
ω

日
巳
塑

竃
ρ

団
路
菖
ぎ

に

よ

る

著

作
で

あ
る

（

ミ
き

　

ミ

ニ
 

よ
゜

）

。

（

9
）

ミ
ご゜
O
メ

騨

〒
8
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y
　
治

療
・

呪
術
の

否
定

　

と
こ

ろ

で
、

上

述
の

よ

う

な
一

般
社
会
で

の

現
実
的

要
求
と

は

対

蹠

的
に

最
初
期
の

仏
教
の

世
界
に

お

い

て

は
、

「

治

療
」

（

鉱

賦

8
訂
）

は

無
視
さ

れ

涅
槃
の

追
求
に

無
縁
な

世

俗
の

「

学
問
」

（
°。

涛

写
帥
）

と
し

て

こ

と
ご

と

く
斥
け
ら

れ

た
。

　

「

そ
こ

で

は

諸
々

の

学
問
が

教
え

ら
れ
て

い

る
。

世
間
に

お

け
る

諸
々

の

束

　

縛
に

耽
っ

て

は

な
ら
ぬ

。

あ
ま
ね

く
諸
々

の

欲
望
を

洞
察
し

て

自
己

の

涅
槃

　

　

（

1
）

　

を

学
べ

。

」

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
（
2

）

　
こ

こ

に

い

う

学
問
と
は

『

義
釈
』

（

さ
隷

黜

ミ
亀

譜
・。

黛
）

に

よ

れ
ば

、

象
学
（

げ
9
け
汁

ゴ
凶

響

ω
凶

犀
犀
『
鋤
）

、

馬
学
（

ゆ

田
甲
ω

。

）
、

車
学
（

冨

夢
⇔

南
。

）

、

弓
学

（

ユ

げ
9
芦
口
．

Qロ

o
）

、

そ
し

て

眼

科
（

°。

魁
四

匠

髯
）

、

外
科
（

°。

巴
『
パ
p。
叶

臨

旨
） 、

内
科

（

萪
脇
臨

匠

8
ゴ
餌
）

、

鬼
霊
科

（

げ
ゲ

q
菖

旨
）

、

小

児

科
（

犀
o

ヨ
甲

巳
臨

匠
OO

ゲ
倒
）

と
い

う

治

療
が

意
味
さ

れ

る
。

　

ま
た

治
療
は

「

呪
術
の

類
」

と

し

て

も
禁
止

さ
れ

た
。

　

　
　
　
　
　
　
　
（

3
）

　

「

呪
術

（

〉
佇

げ
9
σ
げ
印

09
）

や
占
夢

（

ω

ε
ぼ
坦
）

、

占

相
　
（一

艮
匪
僧
四
）

、

　

ま
た

占
星

（

目
口
一

（

犀
ゴ
帥
け
佇

O
）

を

行
な
っ

て

は

な

ら

ぬ
。

わ

が

弟
子
は

占
声

　
（

〈

耳
ロ

臼
）

や

懐
妊
術
（

鵬
9
げ

げ
ゴ
薗

評
9

量
O
勉
） 、

治
療
（

二

ε
oo

ゴ
蝉

）

を

学
ん

で

　

　
　
（

4
）

　

は

な
ら

ぬ
。

」

　

こ

の

治
療
も

先

に

見
た

眼
科

、

外
科

、

内
科
（

氤
髷
詠

置

8
巨

旨
）

、

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

5
）

鬼
霊
科

、

小
児
科
（

犀
OB

腎
曽
く
o

一

ず
）

の

五

種
に

外
な
ら

な
い

。

　

い

ず
れ

に

し

ろ
、

当
時

、

仏
教
で

は
、

治
療
は

ヒ

ン

ド

ゥ

文
化
に

お

け
る

世
俗
の

学
で

あ
る

か

ら

学
ん

で

は

な
ら

な
い

、

と

さ

れ
て

い

る
。

初
期
仏
教
に

お

け
る

文
化

変
容
（

片
山
）

こ

の

治

療
否
定
の

背

景
に
つ

い

て

は

次
の

二

つ

の

事
情
が

考

え

ら

れ

る
。

第
一

は
、

仏
教
本

来
の

立

場

（

涅

槃
の

獲
得
）

か

ら
の

否

定
で

あ

る
。

つ

ま

り

治
療
行
為
は

修
行
の

比
丘

に

と
っ

て

不

要
で

あ
る

と

い

う

こ

と

で

あ
る

。

も
ち

ろ

ん

治
療
を

学
ぶ

と
い

う
曇 ．
口

葉
の

裏
に

は
、

そ
の

頃
の

修
行
僧
が

世
俗
の

学

を

学
ん

で

い

た

と
い

う

事
実
が

隠
さ

れ

て

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

6
）

る
。

例

え

ば

『

マ

ヌ

法
典
』

　
に

は
、

遊
行
期
の

バ

ラ

モ

ソ

僧
に

対
し

　
　
ら　　　　
ヤ　　　　
マ　　　　カ　　　　た　　　　ヘ　　　　　　　　　
　　
　　
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
　　
　　
　　　　　　　　　　ミ　　　　ヤ
　　
　　
ヘ　　
　　
ヘ　
　　
　
ヘ　
　　
　へ

て
、

占
い

と
か

解
説

（

き
己

組
鴇
昌
四

蟲

畠
）

な

ど
を
し

て

も
施

物
を

求

め

る

な

と

説
か

れ
て

い

る

か

ら
、

彼
ら

に

は

占
い

な
ど
の

行
為

は

許
さ

れ

て

い

た
。

と
こ

ろ

が

仏

教
で

は
、

占
い

な
ど

を
す

る

な

と
説

ぎ
、

更

　
　
　
、

　
・

　、
　
、
　
・
　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
（
7）

に

は
、

偈
を

唱

え
て

（

ロq
弩
『
倒

ぴ

げ
凶

σq
同

鼠
）

施
物
を

求
め

る

な
と

誡
し

め

た
の

で

あ
る

。

こ

れ
は

明

ら

か
に

当
時
の
一

般
バ

ラ

モ

ン

僧
の

生
活
に

対
す
る

反
発
で

あ

り
、

仏
教
の

確
た

る

立

場
の

表
明
で

あ
る

。

こ

こ

に

お

い

て

は
、

純
粋
に

独
住
独
坐
の

実
践
が

称
え
ら

れ
、

お

そ
ら

く

修
行

比

丘
に

は

既
に

見
た

よ

う

な
牛

溲
（

陳
棄

薬
）

の

如
き
も
の

の

み
の

治

療
で

こ

と

が

足

り

る

と
い

う

少
欲

知
足

が

自
覚
さ

れ
て

い

た

も
の

と

思

わ

れ
る

。

　

第
二

は
、

第
一

と

も
関
連
す
る

が
、

仏
教
の

現

実
的
合
理
的

な

立

場

に

よ
る

否
定
で

あ
る

。

釈

尊
時
代
に

名
医
ジ

ー

ヴ

ァ

カ

（

旨
く
帥

冨
）

が

住
ん

で

い

た

と
尋 ．
口

わ

れ
て

い

る

し
、

彼
は

釈

尊
の

侍
医
と

し

て

名

高

い
。

こ

の
一

点
か

ら

推
察
さ
れ
る

よ

う

に
、

治

療
は

医
師
に

ま
か

せ
、

比
丘
は

修
行
に

専
念
す
べ

き
で

あ

る

と
い

う

実
生
活
に

即
し

た

考
え

が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

（

8
）

初
期
の

仏
教
に

あ
っ

た

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

実
際
に

釈

尊
自
身、

ジ

一

三

九
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初
期
仏

教
に

お

け
る

文
化
変
容
（

片
山
）

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（

9
）

ー

ヴ

ァ

カ

の

治
療
を

受
け
て

い

る

し
、

比
丘

も

同
様

、

一

般
の

人
々

か

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
（

10
）

ら

羨
ま

れ

る

ほ

ど
に

彼
の

治

療
を

受
け
て

い

た
。

　

こ

の

よ

う

に

治
療
を

学
ぶ
こ

と

の

禁
止
に

つ

い

て

は

二

つ

の

解
釈
が

可
能
で

あ
る

。

こ

れ
は

ま

た
、

前
者
が

森
や

窟
を

中
心

と
し

た

林

住

（

螢
H
⇔］
口
HP
餌
Q陰

O
口
四
ω

9】
日

鋤
）

の

生
活
に

、

後
者
が

村
や

町

を
中

心

と
し

た

村

住

（

αq
拶
唇

PPo
駐

 

昌
四
ω

自
旨
四
）

の

生
活
に

根
拠
を

置
い

て

い

る

こ

と

を

示
す

も
の

で

あ
る

。

両

者
に

つ

い

て
、

前
者
を
よ

り

初
め

の

時
代、

後
者
を

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
ヘ

　

　　
ヘ

　
　　
ヘ

　
　
　
へ

僧
団
が

拡
大
し

僧
院
化
が

進
ん

だ

後
の

時
代
と

い

う
よ

う

に

時
間
的
経

も過
に

お

い

て

提
え
る
こ

と

も
で

き
よ

う
が

、

両
者
の

形
態
は
、

最
初
か

ら

ほ

ぼ

同

時
に

場
所
を

異

に

し

て

進
行
し

た

も
の

と

考
え
る
べ

き
で

、

マ
　

　
　
ヵ
　

　
　
も
　

　
　カ
　

　　ミ
　

　　ヤ
　
　　
カ

空
間

的
な

融
た

り

と
し

て

見
る

方
が

自
然
で

あ
ろ
う
と

思
う

。

釈

尊
自

身
、

成
道
後
の

生
活
は
、

町
や

村
が

中
心
で

あ
っ

た

の

で

あ

る
か

ら
。

　

な
お

加

え
て

言

え
ば

、

こ

の

両
形

態
は

後
の

セ

イ
ロ

ン

仏

教
に

そ
の

ま

ま

接
続
す
る

。

紀
元
前
一

世
紀
の

セ

イ
ロ

ン

で

は
、

仏
教
の

危
機
的

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（

11
）

状
況

下
に

、

こ

れ

ら
の

立

場
の

い

ず
れ

が

優
先
す
る

か

が

論
議
さ
れ

た
。

即

ち

仏
教
の

根
本
は

修
行
（

忘
官

冨
一

e
か

学
問
（

窓
二

覧
酔

e
か

、

或

い

は

行
の

生
活
（

〈

甘
器
ω

p・

畠
穿
母
 
）

か

学
の

生
活
（
σq
閏

韓
冨
爵
母
ρ。

）

か

と
い

う
こ

と
で

あ
っ

た
。

後
者
が

勝
利
を

得
た

が
、

以

後
両
系
統
が

は
っ

き
り

分
か

れ

た
の

で

あ
る

。

　

以
上
の

よ

う
に

、

「

治
療
・

呪

術
の

否
定
」

を

通

し

て
、

わ

れ

わ

れ

は

古
代
セ

イ
ロ

ン

仏
教
に

お

け
る

重
大
な

分
岐
点
が

、

す
で

に

イ
ン

ド

最
初
期
の

仏
教
の

中
に

あ

る
こ

と

を

も
見
出

し

う
る

。

一

四

〇

註
w

　
（

1
）

　
防

§

漣
O

　
（

2
）

　

羮
ミ．

お
O

　
（

3
）

　
い

勺

念
O

で

は

〉

号

菩
び

思
9
（

数
）

を

〉

昏
9
σ

審
。5
涛
餌

（

阿

塔
婆
尼

　
　
　

耶
）

と

共
に
く
ご

繍
ヨ
9

觜
（

呪
）

に

含
め
、

ミ゚

巴
の

鐸
 

b 。

刈

は

こ

れ
を

　
　
　
「

ア

タ

ル

ヴ

ァ

・
ヴ
ェ

ー

ダ

の

呪
法
」

（

〉
け

げ

山
げ

90
凶
犀
鋤

ヨ
餌

づ
冖

m
ロ

ロ
螢

同
o
ゆ亀
帥
）

　
　
　

と

解
す
る

。

　
（

4
）

　
的

ド

 

雪

呪
術
の

禁
止
に

つ

い

て

は
、

拙
稿
「

セ

イ

ロ

ソ

に

於
け

　
　
　

る

仏
教
と

呪
術
的
ア

ニ

ミ

ズ

ム

i
勺
o

葺
ず
oo

コ

を
め

ぐ
っ

て
」

（

駒
沢

　
　
　

大

学
宗
教
学
論
集
第
六

輯、

一

九
七
三
）

参
照

。

　
（

5
）

軽
凡

獅

ω

Q。

bo

ま

た

Ω
く

ミ゚
ω

 
O

で

は
、

治
療
（

〈

色
冨
評
餌

ヨ
彗
塑

）

を

　
　
　

罪
あ
る

も
の

と
し

て

い

る
。

　
（

6
）

ミ

§
器
§

ミ
く
尸

9

　
（

7
）

　
的
斧

。。

一

…
膳

Q 。

一

な
お

中
村
元
訳
『

ブ

ッ

ダ

の

こ

と
ば
』

（

岩
波
文
庫
）

　
　
　
U聖
楠
OO

注
81
参
昭…

。

　
（

8
）

　
こ

の

考
え

は、

例
え
ぽ

「

心
の

苦
を

智
慧
に

よ
っ

て

滅
せ

、

身
の

苦

　
　
　

を

医
薬
に

よ

っ

て

滅
せ
」

（

さ
萪
寒
勸
、

ミ
3

×

Fb
。

O
伊
ω
）

と

言
わ

　
　
　

れ
る

よ

う

に

イ

ン

ド
一

般

に

あ

っ

た
。

中
村
元
『

原
始
仏
教
の

思
想

　
　
　

（

下
）

』

戸

ω

 

h

参
照

。

　
（

9
）

唄

§°
園゜
b。
刈
 ・
b。
。。
O

　
（

10
）

　
く

ミ
HH

」
HO

こ

の

典
型
的
な

話
が

『

律
蔵
』

の

大
品
大
撞

度
（

園

ミ

　
　
　
尸

コ
ー

謬
）

に

伝
え
ら

れ
て

あ
る

。

興
味
あ
る

も
の

で

あ
る

か

ら

以

下

　
　
　

に

要
約
し

紹
介
し

て

お
き
た

い
。

　
　
　
　

「

マ

ガ

ダ

国
に

五

種
の

病
気
（

癩
、

癰
、

白

癩、

乾
瘠

、

顯
狂
）

が

　
　
　

流
行
し
た

。

人
々

は

ジ

ー

ヴ

ァ

カ

に

治
療
を

求
め

た

が

彼
は

『

私
は

国

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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王
と

後
宮

、

そ
れ
に

仏
と

仏
弟
子
の

侍
医
で

あ
る
か

ら
「

般
の

人
を

治

　

療
す
る
こ

と

は

で

き
な
い
』

と

断
わ
っ

た
。

そ
こ

で

人
々

は

出

家
し

具

　
　

足

戒
を

受
け
て

治
療
し

て

も

ら
っ

た
。

そ
う

す
る
う

ち
に

病
比
丘

の

数

　

が

増
え

、

乞
う

食
物
も
多
く

な
っ

た
。

あ
る

時
→

人
の

病
人
が

ジ

ー

ヴ

　
　
ァ

カ

の

と
こ

ろ
に

来
て

『

自
分
の

財
産
は

も
ち
ろ

ん

差
し

上
げ

ま
す

。

　

快
復
し

た

な
ら
あ

な
た
の

奴
隷
に

も
な
り

ま
す
』

と
い

う
こ

と
で

治

療

　
　

を

頼
ん

だ

が
、

断
わ
ら

れ
た

。

そ
こ

で

男
は

比
丘

と

な
り

治
療
を

受
け

　
　
た

。

し

か

し

完
治
す
る

と

直
ち
に

還
俗
し

た
の

で

あ
る

。

ジ

ー

ヴ

ァ

カ

　
　
は

怒
り

、

釈
尊
に

こ

と

の

次

第
を

告
げ
た

。

す
る

と

釈
尊
は

『

比
丘

ら

　
　
よ

、

五

種
の

病
気
に

罹
っ

た

者
を

出
家
さ
せ

て

は

な
ら

な
い

。

出
家

さ

　
　
せ

た

者
は

悪
作
に

な
る
』

と

言
わ

れ
た

。

」

　
　

同
じ

話
は

『

摩
訶
僧
祗

律
巻
二

十
四
』

（

大
正

蔵
 
（

島
O

宮
）

に

も

　
　

あ
る

。

こ

の

記

事
の

内
容
は

事
実
と

見
て

よ

い

で

あ

ろ
う
。

な
お
仏

教

　
　
の

四

諦
説
が
し

ば
し

ば

医
学
と
の

関
連
に

お

い

て

説

明
さ

れ
（

oh

°

ミ
簿

　

お
）

、

特
に

仏

（

修
行
者
）

11
医

師
（

薬

師
）

と
い

う

考
え

方
は

仏
典
に

　
　

多
く

見
ら

れ
る

（

ρ

αq°

→

ミ
鴨

瞠
合

。゚

ω

P
山゚

一

く

」
 
O

卑
ρ
）

が
、

　
　

具

体
的
に

は

釈

尊
と
ジ

ー

ヴ

ァ

カ

と
い

う
両
者
が

そ
の

イ
メ

ー

ジ

を

強

　
　

く
し

て

い

る

よ

う
に

思
わ

れ
る

。

医
学
と

仏
教
と
の

関
連
に

つ

い

て

　
　
は

、

中
村
元
『

原
始
仏
教
の

思
想
（

下
）

』

O
戸

ω
 
1

鵯

参
照

。

（

11
）

　
ミ
§
ミ
ミ
誨

愚
勘

鳶
憲
一゜
Ob

。°

V
　

薬
・

治

療

の

黙
認

　
最
初
期
の

治
療
等
の

学
習

禁
止
は

、

仏
教
の

始
ま

り
と

い

う

時
間
的

限
定
に

よ

る

禁
止

と

同
時
に

、

森
や

洞
窟
に

お

け
る

少
欲
知
足
の

修
行

と
い

う

空
間
的
限

定
に

よ

る

禁
止
で

あ
っ

た
。

い

ず
れ

も
当
時
の

パ

ラ

初
期
仏
教
に

お

け
る

文
化
変
容
（

片
山
）

モ

ソ

生

活
に

対
す
る

反
省

、

真

実
の

バ

ラ

モ

ソ

へ

の

回

帰
を
期
待
し

た

も
の

で

あ
る

。

し

か

し

な
が

ら
、

そ
の

理

想
と
は

裏
は

ら
に

僧
団
が

都

市
で

拡
大
す
る

に

及
び

、

衣
・

食
・

住
の

生
活
も

潤
い

、

四

依
の

行
法

も

次
第
に

緩
和
さ
れ

、

「

余
得
」

が

次
々

と

付
加
さ

れ
、

又
、

或
る

時

期
か

ら

そ
れ

が

常
態
化
さ

れ
た

。

特
に

薬
、

な
い

し

治

療
に

は

そ
の

変

化
が

著
る
し

い

よ

う

に

思
わ
れ

る
。

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
（
1

）

　

古
代
イ

ン

ド

で

は
、

薬
を

食
物
と

同
一

視
し

て

お

り
、

仏
教
で

も

ま

た

両
者
を

同
枠
で

捉

え

諸
規
定
を

施
し

た
。

例
え
ば

『

律
蔵
』

の

「

薬

挺
度
」

は
、

薬
お

よ

び

食
に
つ

い

て

の

詳
細
な
分

類
規

定
と

、

そ

れ
が

成
文
化
さ
れ

る

に

至
っ

た

因
縁
を

述
べ

る
。

初
期
の

仏

教
か

ら

食
が

人

間
に

と
っ

て

最
も
重

要
な
必

需
品
で

あ
る

と

認
め

ら

れ
て

い

た

こ

と

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

（
2

）

は
、

『

小
誦
経
』

（

映

ミ
亀
蹴

§

愚
勘

誉
斜
）

に

あ
る
「

一

と

は

何
か

、

す
べ

て

の

衆
生
は

食
に

よ
っ

て

住
す
」

と
い

う
簡
単
な

問

沙
弥
文
の

記
事
と

か
、

四

依
の

第
一

条
が

食
に

始

ま
っ

て

い

る

素
朴
な
表

現
か

ら

も

窺
え

る

と
こ

ろ
で

あ
る

。

そ
こ

で

こ

う

し

た

薬
、

食
が

、

そ

し

て

又

治
療
と

い

う
も
の

が

『

律
蔵
』

の

中
で

ど
の

よ

う
に

扱
わ
れ

て

い

る

か

を

見
る

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（
3
）

た
め

に
、

ま

ず
「

薬
挺
度
」

を

中

心

に

項
目
の

み

を

取
り

出
し

て

以

下

に

示
す
こ

と
に

し

た

い
。

　
　
　

　
　
　
　

　
（

4
）

　
　
　

　
薬

剴
，
o

霽
旨
曽

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（

5
）

1
　
時
薬
（

盖
く
o
犀
似

嵩

訂・
σ
び
 

器
U

冨
）

11
〔

食
物
〕

　
　
　

　
　
　
　

　
（

6
）

　
1
　
瞰
食
（

げ

げ
O
一

四

昌一
鴫
P
）

11
軟
食

一

四
一
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初
期
仏
教
に
お

け
る

文
化
変
容
（

片

山
）

　
　
　

飯
（

09

ロ

p
）

、

粥

（

評
ロ

ヨ
日
謬
ロ
）

、

麪
（
ω

畧
ε
）

、

魚
（

ヨ
m8

冨
）

、

　
　
　

肉
（

日
m

ヨ
ロ

m
）

　

2
　
嚼
食
（

に
げ
9 ー

山
国

ロ
一

団
国
）

11
硬
食

　
　
　

瞰
食

、

非

時
薬
を

除
く
他
の

硬
食

　
　
　
　
　

（

7
）

　

3
　
時
漿

　
　
　

穀
果
汁
（

爵
蝕
壁

9
巴

璧
器
9
） 、

菜
汁
（

岳
訂
宀
。

）

、

蜜
花
汁
（

ヨ
甲

　
　
　

魯
岳
碧
ξ
唱

冨・
臆

。

）

皿
　
非
時
薬
時

〔

薬
〕

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　

（

8
）

　

1
　
夜
分

薬

（

温
日
四

額
＝

訂−
び
ゴ

窃
巴
冨
）

ー
非

時
漿

　
　
　

蛬
婆
果
漿
（

四
目

P
び
Pー
口
91
”

四
）

、

閻

浮

果

漿
（

冒

旨
げ

ロ

も
。

）

、

倶

羅
果

漿

　
　
　
（

oo

＄
も

。

）

、

芭
蕉
漿
（

ヨ
o

畠
ら

。

）

、

蜜
漿
（

日

巴
げ
ロ

ら
。

）

、

蒲
桃
果
漿

　
　
　
（

9
信
自
自一
胃

91
−

”
O

） 、

舎
楼
伽
漿
（
ω

倒

『
ロ

訂
亡

。

）

、

波
楼
果
漿
（

旨
騨
昜
四・

　
　
　

冨−
o

。

）

、

〔

以
上、

八

種

漿
（

碧
誓
岩
冒
倒

巳
）

〕

、

お

よ

び

穀
汁
を

除
い

　
　
　

た
一

切
の

果
汁
（

b
『

巴
p
宀

器
p
）

、

菜
汁
を

除
い

た
「

切
の

葉
汁
（

8
雰
p−

　
　
　
『

。

）

、

蜜
花
汁
を

除
い

た
一

切
の

花
汁
（

O
口

℃
b
げ
餌−
鴨

D
）

、

廿
庶
漿
（

ロ
09

午

　
　
　

 
）

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
（

9
）

　
　
2
　
七
日

薬
（
ω

薗
叶
叶

餌

『
印

評
p口一一
貯
山・
σ

『
 
oロ

国一一
国
）

　
　
　

熟
酥
（

ω

”

O
宮
）

、

生

酥
（

昌
m
＜

畧
同

富
） 、

油
（

冨
訂
） 、

蜜

（

ヨ
帥

α
ゴ
信
）

、

　
　
　

糖
（

旨
口

嘗
9
）

　
　
　

＊

脂
薬
（

＜

器
91
び
げ

窃

昌
ロ

）

〔

油
と

共
に

服

用
　
　
熊
脂

（

poo

び

 
＜

。

）

、

　
　
　
　
　

魚
脂
（

目

P
口
00

ゴ
餌゜
＜

o
）

、

鰐
脂
（

自・

昜
島
甲
く

。

）

、

豚
脂
（
ω

舁
臂
 
く

。

）

、

　
　
　
　
　

驢
馬

脂
（

ゆq

巴
蠢
げ

冨・
＜

。

）

〕

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
（

10
）

　
　

3
　
尽
形
寿
薬
（

愚
く

昌
≦

冨−
σ

冨
ω

＆
”
）

　
　
　

根
薬
（

ヨ
已
甲
σ

冨゚
。

巴

冨
）

　
　
　
　
　

姜
黄
（

げ

巴

置

量
） 、

生
薑
（

の

貯
oq

貯
Φ

鑓
）

、

菖
蒲
（

く

碧
四
）

、

白

菖
蒲

　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
一

四
二

　
　

（

〈
OO

”
け
け

げ
国
）

、

麥
冬
（

o
菖
く

厨
帥
）

、

辛
胡

蓮
（

厨
冒
訂
「

〇

三

且
）

、

膃

　

尸
羅
ロ
ω

冒
9
）

、

蘇
子

（

げ
ゴ
卯
山
α

卩

日
匡
け

け

四
犀

四
）

そ
の．

他

渋
薬
（

犀
o
ω
餌
く

叩
げ

冨
の

巴
冨
）

　

荏
婆
渋

（

昌
一

圏

P
び
帥−
皆
P
ω

岡
く
四
） 、

ク

タ

ジ

ャ

渋

（

匿

属
8
卑
犀

。

）

、

パ

ッ

　
　

カ

ヴ

ァ

渋
（

冨
犀

冨
く

卑
。

） 、

ナ

ッ

タ

マ

ー

ラ

渋

（

昌
o
簿
薗

日
魁
m
−

”
。

）

　
　

そ
の

他

葉
薬
（

冨

君
卑

夢
o
の

a
冨
）

　

荏
婆
葉
（

巳
日
び

孚

冨
O

雷
）

、

ク

タ、
シ

ャ

葉
（

ざ
叶

ε
僧

も
。

）

、

バ

ト

ー

　
　

ラ

葦串
（

O
ロ

骨

O
訂ー
ロ

D

）

、

ス

ラ

シ

葉
（

ω

巳
m
匂ゆ

7
冒

。

）

、

カ

ッ

パ

ー

シ

カ

葉

　
　
（

犀
餌

O
℃
似
ω
一

評
餌・
Oo

）

そ
の

他

果
薬
（

9
巴

甲
げ
げ
 
・゚

巴
 

p。
）

　
　

ヴ

ィ

ラ

ソ

ガ

（

丘一
餌

鼠
餌
）

、
曲
畢

撥
（

嘗
U
冒

巴
帥
） 、

胡
椒…
（

日
鋤

ユ
o
餌
）

、

　
　

柯
子
（

ず
四

「
団

汁

P
閃
ρ
）

、

川
練
（

く

び
冨
8
訂
）

、

餘
甘
子
（

四

日
巴
p

訂
）

、

　
　

ゴ

ー

タ
パ

ラ

（

αqo

冨

9
巴
m
）

そ
の

他

樹
脂
薬
（

誉
阜
σ

冨
芻
U

す
）

　
　

ヒ

ン

グ
（

げ

写
αq
二
）

、

ヒ

ン

グ

樹
脂
（

三
〇
αq

ε
餌

9
）

、

ヒ

ソ

グ

シ

パ

ー

　
　

テ

ィ

カ

　
（

三
｝
αq
⊆
ω

ぢ
蝉

富
匠
m
）

、

　
タ

カ

　
（
e
餌

評
四
）

、

　
タ

カ

バ

ッ

テ

ィ

　
　
　
（

樽

餌

閃
蝉

噂
”
冖

け一
）

、

　
タ

カ

パ

ン

ニ

　
（
け

g
犀
四
唱
口

づ

三
）

、

　
サ

ッ

ジ
ュ

ラ

サ

　
　
（

超

言
冨
ω

四
）

そ
の

他

塩
薬
（

ざ

言・
喜
 
ω

四

冒
）

　
　

海
塩

（

の

9 ー

ヨ
β
山
山
9
）

、

黒
塩

（

犀

理
巴
。

届
）

、

岩
塩

（

巴

巳
冨
着
） 、

　
　

廚
塩

（

‘
げ

げ

ぼ
匹
m
）

、

赤
塩
（

ぴ屮
訂
）

そ
の

他

粉
薬
（

o

唇
’5
卑

喜
Φ

ω

 

蕾
）

＊

痒
（

犀
9
昌

匹
¢

　
　
9　　
0

）

、

瘡
（

包
9

囹
）

、

膿
（

釦

器
倒
く
9
）

、

疥
（

9
巳
げ

訂
。

｝
叫
）

　
　

を

患
い

悪
臭
あ
る

者
に

許
さ

れ
る

。

無
病
者
に

は

牛
糞
（

o

冨
厨
墨
）

、

　
　

粘
土

（

ヨ
讐
二

百
）

、

顔
料
（

鐔
冨
ロ
m

巳
眉

鴇
冨
）

を

許
可
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塗
薬
（

m

昌
薗
コ
O
）

　

黒
塗
薬
（

犀
餌仁
9
臥
一

僧

昌
四
）

、

礬

塗
薬
（

茜
自・

甲
四

。

）

、

長
石

塗
薬
（

ω

09

由
。

） 、

　

紅
土
子

（

鴨
「

ロ

訂
）

、

煤

烟
（

訂
u

曁
固
）

＊

塗
薬
に

混
ぜ
る

香
料
　
　

栴
檀
（

Om

昌
ユ
m
昌
四
）

、

零
凌
香
（

9
咀
鼬
「
P
） 、

　

随
時
檀
（

囹
衝

霊
ω

倒

ユ

冨
）

、

達
子

香
（

鼠
昌

沼
） 、

蘇
子
（

げ

訂
＆
？

　

ヨ
⊆

＃
凶

犀
国
）

治
療

　
（

自
貯

ざ
o
評

評

　

　

　

　
　

　
（

11）

＜
O

旨
曽

駻
曽

昌
目
曽

）

（

病
種
）

（

治

療

法
）

（

器
具
・

備
品
・

薬
）

疥
癬

粉
薬
を

塗
る

挽
臼
（

三
ロ。

山

計
）

、

磨
石
（

三
器−

α

昌
o

β
） 、

臼
（

巳
島
臣
巴
山

）

、

杵
（

ヨ
隹
ω

巴
餌
）

、

粉
薬
篩
（
o

琶・

9
畠
訂

三

ふ

る

い
）

、

布

篩

（

9
ω

紹
o

巴

詈凶
）

眼
病

目

薬
を
塗
る

塗
薬
箱
（

蝉

三
9
⇒一

）

・

蓋
（

m

宮
α・

げ
91

冨
）

・

糸
（

o・

三
9
犀
p
）

、

塗
薬

箆

（

po

凶
U

山
昌繭
ω

餌一
酬

犀
酬

） 、

箆

箱

（

°・

巴
倒

ぎ
匹

冨
巳

髯
）

、

塗

薬

箱

の

袋
（

”

凶一
卯

μ一
け

ぽ
m
〈一
犀
91
）

・

肩

抑
叫

　
（

凶

旨
 

ロ
げ
四

目
ユ

『
餌

犀
国
）

　
・

虻
相

糸
（

σ
帥

コ
α
げ
9
つ
餌
ω

口
け
冖

9
犀
”
）

頭
熱

頭

油
を

塗
る

灌
鼻
法
（

目
国
け

け

『
口
犀
四

5
卩

H
口
国

）

灌
鼻
筒
（

昌
O
叶

叶

『
口
犀
国
「

P
づ
刷

）

、
「

対
の

灌
鼻
筒
（

《
四

ヨ
餌

犀
口

昌

讐
9−

初
期
仏
教
に

お

げ
る

文
化
変
容
（

片
山
）

煙
を

吸

う

口

訂
冨
官
）

煙
筒
（

き
O

旨

穹
2
富
Y
蓋
（

岩
−

乙
げ
91
口
p
）

・

袋
（

芸
m
＜

涛
卿
）

・
一

対
の

袋
（

旨
ヨ

舞
簿

審
く

蒔
倒

Y

肩
紐
・

結
糸

腹
痛

油
を

煮
て

飲

む

油
に

酒
を

混
ぜ
て

飲
む

銅
壷
（一
〇

『
曽・
け

¢

ヨ
び
餌
）

、

木
壺

（

閑

碧
甘
ロ

宀
。）
、

果
壺

e
げ

巴
即

宀
。）

肢
痛

発
汗
法
（

 

 

α
四
騨
P5

卩

ゴ

ロ
国
）

罨
法
（

ω

 

目
げ

団
岳
ω

巴
9
）

大
発
汗
法
（

ヨ
m
げ

91
ω

巴
胆
）

薬
湯
（

げ

げ

讐
αqo

富
冨
）

、

浴
室

（

ニ
ユ
O
犀
m
犀
O
什

什

げ
9
匠
O
）

節
痛

血
を

出
す

角
（

く

閉
O
口
四
） 、

足
塗
薬
（

冨
計・

『

び
ρ

凶

す
昌
9
）

、

足
油
（

℃

ど

冨
）

瘡

手
術
（

ω

曽
け

冖

げ
”

犀
即
昌
日

5P

固
）

芥
子
粉
を

撒
く

燻
す

塩
片
で

腐
ら
せ

る

刀
（

ω

讐
昏
p
） 、

渋
水
（

訂
絡
く
o・

ユ
p

訂
）

、

胡
麻

膏へ
艶
ロ

ζ
犀

『
m
）

、

圧
定
布
（

訂
訂
醤

囹
）

、

包

帯

（

＜
m
昌
四

げ
m
昌

匹
ぽ
田

昌
900

一
P
）

、

芥
子
粉
（

絡
。゚

”

冨
昇

耳
冨
）

塩
片
（一
〇

P
四
ω

帥
犀

犀
げ
餌

『
帥

犀
餌
）

、

瘡

油
（

＜

程
舞
巴
餌
）

、

亜

麻
布
（

＜一−

弼
巴

訂
）

毒
病

（

蛇

毒
）

　
（

毒
）

四

種
汚
物
を

飲
む

糞
を

飲
む

糞
（

m亀
痒

訂
）

、

尿
（

日
ロ

耳
o
）

、

灰

（

o
『

理
涛
四
）

、

粘
土
（

ヨ
碧
甑

冨
）

糞
一

四
三
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初
期
仏
教
に

お

け
る

文
化
変
容
（

片

山
）

毒
薬
病

一

堕
姦
む

畦
土
（

ω

津

凹
o
鴆
）

便 鬼
秘 霊

病

一

灰 生

汁 肉
を 生
飲 血
む を

飲
む

焼 ヨ 居
米
灰
汁

譽殺

紹 場

価 1 の

（ ヨ 生
鋤

日一
〇〇

四

即
『

腎

艮 肉
巴 生
魯 血
詳 （

ロコ　 ” 1

） ヨ
o 四
）

吋

甲

黄
疸

皮

膚
病

呵

利

勒
を

飲
む

牛
溲
に

浸
し

た

呵

利

勒
の

汁

（

目
β
け

け

印
げ
即
民
一

＄
吋
9
）

香
料
を
塗
る

香

料
（

m亀
固

巳
冨
）

体
液
過

互
吐
下

蓼
飲
む

一

吐

下
薬
（

…
§
邑

　

さ
て

、

「

薬
掟
度
」

　
に

は

右
の

よ

う
に

さ
ま

ざ
ま
の

食
物
や

薬、

或

い

は

治
療
法
に
つ

い

て

規
定
さ

れ
て

い

る

が
、

こ

れ
ら
が
い

つ

頃
か

ら

認
め

ら

れ

る

よ

う
に

な
っ

た

か

は

判
然

と

し

な

い
。

す
で

に

見
た

通

り
、

当
初
に

お

い

て

は

真
の

修
行
の

た

め

に

「

治
療
の

学
習

禁
止
」

が

う
た

わ

れ
て

い

た

筈
で

あ
る

。

し

か

し

こ

の

「

薬
腱
度
」

に

至
る

と

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　　も
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　　
へ
　

　
　つ
　
　　ヘ
　
　　へ

相
が
一

変
し
、

治
療
の

学
習
を

越
え
て

、

そ
の

も
の

が

許
さ

れ
て

い

る

の

で

あ

る
。

こ

の

間
の

事
情
を
わ

れ
わ

れ
は

ど
の

よ

う
に

珊

解
す
れ

ば

よ

い

で

あ
ろ
う

か
。

　

ご

く
ふ
つ

う
に

考
え
る

な

ら
ぽ

、

村
や

町
に

お

け
る

修
行
僧
の

増
加

に

よ
っ

て

病
人
の

数
も
そ

れ
に

応
じ

て

多
く
な

り、

医

師
だ

け

に

頼
ら

ず
、

僧
院
内
で

も

独
自
に

薬
の

調
合
や

治
療
法
が

求
め

ら

れ
る

よ

う

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

な
っ

た

と
い

う
こ

と
で

あ
ろ
う

。

そ

れ
は
、

他
の

律
の

次
の

よ

う

な

傍

一

四

四

証

的
記
事
に

よ

っ

て

或
る

程
度

裏
づ

け

ら

れ
る

か

と
思
う
。

　
「

時
有
慈
芻
身
生
癰
座

。

能
治
医
王

因
来
見
患
即

便
為
破

。

有
縁
別
去
不

与
安
薬

。

于

時
芯
芻
転

増
痛
苦

。

時
諸
慈
芻
見
其
苦

痛
。

更
相
告
日

。

諸
具

寿
若
有
解
者
可

為
除
苦

。

時
有
少
年
芯
芻

即

便
為
作
医
王

自
念

。

我
向
破

癰

座
不

与
安
薬
今

宜
可
与

。

即
行
間
日

。

我
為
破
癰
未
与
安
薬

。

答
臼

。

已

作
。

閇
日

。

是
誰

。

答
H

。

是
少
年
者。

医

王

察
看
知
是
好
薬
報
言

。

若
於

他

日

我
不

在
時
応
如
是
与

。

答
日

。

我
且

随
宜

権
行
此
法

。

然

仏
世
尊
未

見
聴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　

も
　

　ヘ
　
　

ヘ

　
　

ヤ
　

　た
　

　へ

許
。

報
言

。

世
尊
大
悲
必

応
開
許

。

必
芻
白
仏

。

仏
言

。

若

諸
芯
芻
有
蒜
医

コ
　

　

　
　

　ヘ
　

　コ
　
　

つ
　

　へ
　

　
　

　

　

ぬ
　

　ヘ
　
　ヘ
　

　ヨ
　
　ヘ
　
　

マ
　

　マ
　
　マ
　
　

　

　
　

へ
　

　ゐ
　
　ヵ
　

　
ヘ
　

　ヘ
　

　ヘ
　
　ヨ
　

　マ
　

　カ
　
　

へ

者
。

応
学
安
薬

。

可
在
屏

処
勿

令
俗
見

。

若
敞
露
処

作
者
得
越
法
罪

。

」

　
こ

れ
は

比
匠

が

比
丘

を

治
療
す
る

に

至

る

囚
縁
を

述
べ

た

も
の

で

あ

る

が
、

比
丘
が

信
者
に

治

療
の

知

識

を

与
え
る

因

縁
さ

え

も
説
か

れ
て

い

る
。

　
「

在
室
羅
伐
城

。

時
有
浄
信
婆
羅
門
居
士

等
。

来
詣
寺
中
問

芯
芻
日

。

我

有
如
是
病
当
服
何
薬
井
瞰
何
食

。

時
諸
芯

芻
不

解
医
者
一

無
言

答
。

其
善
医

者
亦
復
生

疑
不
為
陳
説

。

時
諸
俗
旅
不

楽
而

去
。

芯
芻
白
仏

。

仏「．
口

。

若
有

ヘ　
　　ヘ
　
　
　ヘ
　
　　へ
　
　　う
　
　
　ヤ　
　
　
　　
　へ
　
　　ぬ
　
　し　
　

へ
　

　　も　
　

も
　
　

も
　
　　へ

慈
芻
善
解
医
方

。

応
為
陳
説
此

成
無
犯

。

」

　
こ

れ

な

ど
は

治
療
に

つ

い

て

か

な

り

発
展
し

た

考
え

方
が

な

さ

れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

段

階
の

も
の

と

言
え
る

。

た

だ
、

こ

こ

で

注

意
す
べ

き
は
、

比

丘
が

信

者
に

直
接
処

方
を

し

た

の

で

は

な

く、

後
述
の

よ

う
に

特
殊

な

方
便

、

即
ち

「

浄
法
」

に

よ

っ

て

間
接
的
に

指

示

し

た

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

　

い

ず
れ
に

し

て

も
、

上

述
の

よ

う

な

理
由
か

ら

僧
院
内
で

薬
、

治

療

が

行
な

わ

れ
る

よ

う
に

な
っ

た

も
の

で

あ
ろ

う
。
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規
定
の

数
の

増
加
は

比
丘

僧

団
の

拡
大

を
意

味
す
る

が
、

こ

れ
は
一

方
で

所
期
の

目

的
な
い

し

理

想
が
現
実
か

ら
い

よ

い

よ

遠
ざ
か

る

こ

と

を

示
す
と

言
っ

て

よ

い
。

そ
の

点
か

ら

す
れ

ば
、

「

薬
鍵
度
」

　
の

ま

と

ま

り

は

後
の

も
の

と
見
る
こ

と

が
で

ぎ
る

が
、

内
容
の

一

々

に

つ

い

て

は
、

釈

尊
時
代
の

早
い

う
ち

か

ら
、

僧
院
化
の

進
行
と

共
に

随
犯
随
制

の

形
で

徐
々

に

認
め

ら

れ
る

よ

う

に

な
っ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

た

だ

『

律
蔵
』

の

中
で

は

も
は

や

治
療
の

学
習
を
禁
止
し

た

条

項
は

ど
こ

に

も
な
く

、

一

足
飛
び

に

治
療
行
為
自
体
が

許
可
さ

れ
た

の

で

あ
っ

た
。

註
V

　
（

1
）

　
目

ミ
ミ
嵩
勘

職

q
芍

貸

ミ
鷲
職

目燭
目

こ

こ

で

は、

あ
ら
ゆ
る

生

物
が

食

　
　
　
（

餌

コ

⇒

帥
）

よ

り

生
じ

、

死

後
ま
た

食
に

帰
る

と
し

、

食
を

「

す
べ

て

の

　
　
　

薬
」

（

ω
O
吋

く
餌
β
ω
渺
α
79

）

と

呼
ぶ

。

　
（

2
）

　
肉
魯

鼕
ぎ
芍

息

ぎ
bΩ゜

　
（

3
）

　
切
ず

＄
o
旨
四−
犀
げ

譽
山

冨
冨
（

網

§°
H．
HO

 

歯
 
b。
） 、

南
伝
大

蔵
経
第
三

　
　
　

巻

O

歹

ω
朝

ω
1

念
。。

鑑．

9°
一

〇
〇。

 

亠
一

〇

軌

な
お

、

『

四

分

律
』

巻
第
四

　
　
　

十
二

（

大
正

蔵
 
。。

O
 

渺
1

。。

諱
げ
）

、

『

五

分
律
』

巻

第
二

十
二

（

大

正

蔵

　
　
　

 〉
竃
コ

Y
嵩
。。
o
）

、

『

十
誦

律
』

巻
第
二

十
六

（

大
正

蔵
 
一

〇。
躰

〒
ち
轟
げ
）

　
　
　

参
照

。

　
（

4
）

　
以

下
の

分
類
枠
組
に

つ

い

て

は
、

西
本

竜
山
『

四

分
律
比
丘

戒
本
講

　
　
　

讃
』

U
』
。。
刈

、

佐

藤
密
雄

『

原

始
仏
教
教
団
の

研

究
』

U．
の
b。
。。

−

 
N
Φ

参

　
　
　

照
。

訳
語
は

南
伝
大
蔵
経

（

渡
辺

照
宏
訳
）

に

従
う
も
の

と

す
る

。

　

（

5
）

　
「

時
薬
」

と
は

午
前
中
の

み

に

食
用
し

う
る

も
の

で

あ
る

。

こ

れ
に

　
　
　

対
し

「

非
時

薬
」

と

は

夜
分
も
し

く
は

非
時
に

食
用
し

う
る

も
の

を
い

　
　
　

う
。

な
お
パ

ー

リ

律
に

は

こ

こ

に

い

う
「

非
時
薬
」

に

相
当
す
る

語
は

　
　
　

初
期
仏

教
に

お

け
る

文
化
変
容
（

片
山
）

　
　
見
ら

れ
な
い

。

（

6
）

　
瞰
食

、

嚼
食
に

つ

い

て

は

唄

旨゚

署．
o。

伊

南
伝
大
蔵
経
第
二

巻

　
　
U
」
ω
N

参
照

。

（

7
）

　
こ

の

語
に

枳
当
す
る
パ

ー

リ

語
は

な

い
。

こ

こ

に

示

さ

れ

た

三

種

　
　
は
、

非
時
漿
か

ら

除
か

れ
た

も
の

に

他
な

ら

な
い

。

「

時
漿
」

に

つ

い

　
　
て

は

『

摩
訶
僧
祗
律
』

巻
二

十
八

（

大
正

蔵
 
ホ
き

）

参
照

。

（

8
）

　
夜
分
に

飲
用
し

う
る

も
の

を
い

う
。

（

9
）

　
七
日

間
所
持
し

飲
用
し

う
る

も
の

を
い

う
。

こ

れ
は

、

先
に

見
た

四

　
　
依
の

「

薬
」

に

お

け
る

“

牛
溲
の

余
得
”

に

外
な
ら
な
い

。

な
お

『

摩

　
　
訶
僧
祗
律
』

巻
第
十

（

大
正

蔵
 
ω

H

 

？
留
。。

げ
）

参
照

。

（

10
）

　
終

身
所
持
し

う
る

薬
を
い

う
。

（

11
）

　
以
下
は

便
宜

的
に

示
し
た

表
で

あ
り

す
べ

て

を

網
羅
し

て
い

な
い

。

（

12
）

　
『

根
本
説
一

切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
』

巻
二

十
五

（

大

正

蔵
 
ω
卜。

浮
）

（

13
）

　
中
村

元
『

イ

ン

ド

古
代
史
（

上
）

』

戸
 
OQ
。層

奈
良
康
明

「

古

代
イ

ン

　
　
ド

仏

教
の

宗

教
的

表
層
と

基
層
⇔
」

（

月
報
『

三

蔵
』

Zp

綛
o齟
 
）

　
　
参
照

。

　
　
　
　
　

W
　
治
療
を
除
く
呪

術
の

禁
止

　

「

治
療
」

に

対
し

て

「

呪
術
」

も
ま

た
、

古
く
か

ら

修
行

僧
に

は

無

益

徒
労
の

学
（

け
凶

鎚
8
訂
昌

苧
く

蕊
似
）

、

邪
悪
な

生
活
（

巳
8
ず

磐
螽
）

で

あ
る

と

し

て

斥
け
ら

れ

た
。

『

梵
網
経
』

（

切
、

§
ミ

ミ
ミ
自

あ

ミ
ミ
）

の

「

大

戒
」

に

は

次
の

よ

う
に

言
う

。

　
　
「

ま

た

或
る

尊
敬
す
べ

き
沙

門
・

バ

ラ

モ

ン

は

信
施
の

食
を
受
け
な
が

ら
、

　

例
え
ば

、

願
か

け

（

ω

餌

P
佇一
評
mH

口
【

口
国
）

、

願
解
き
（

ロ
9

巳
匹

匿
爵
四

琶
日
”

）

、

地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一

四
五
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初
期
仏
教
に

お

け
る

文
化

変
容
（

片
山
）

　

に

つ

い

て

呪
を

唱
え
る

こ

と

（

げ

ゴ
q

二

爵
四

ヨ
日
田
）

、

精
力
を
旺

盛
に

す
る
こ

　
　
　
　

　
　
　
（

2）

　

と
（

〈
麟
oヶ

ω

帥
占
（

帥
口
日

ヨ
帥
）

、

精
力
を

無
く
す

る
こ

と
（

＜
o
ω

の

陶・

訂
ヨ

日
山
）

、

住

所

　

占
い
（

〈
塑
冖
θ

げ
ロー
犀

四

ヨ

ヨ
”

） 、

住
所
を

清
め

る

こ

と
（

〈

讐
昏
ロー
弓

贄
蕣
母

僧
国
）

、

　

冂

漱
ぎ

（

口
o
餌

ヨ
帥

冨
）

、

沐
浴

（

昌

魯
畧
国

富
） 、

供
犠

（

冒

冨
昌
ロ
）

、

嘔
吐

　
（

話
ヨ
m

冨
）

、

下
痢
（

鼠
器
＄
話
）

、

上

泄

（

鼠
α

げ

甲
く

冒
Φ

s
話
） 、

下

泄

　
（

巴
『
o・
＜

器
o

譽
餌

）

、

頭
の

治

療

（
ω

δ
叩

忌
「

oo

譽
四

）

、

耳
に

油
す

る
こ

と

　
（

ζ
宕
餌

宀

巴
曽
）

、

目

の

治
療

（

昌

曾
β
占

呂
窓
嵩
）

、

鼻
の

治
療

（

P
鉾

費
ロ・

　

冨
ヨ
ヨ
餌
） 、

眼
薬
を
さ

す
こ

と

（

四

三
暫
昌
薗

）

、

眼
に

油
す
る

こ

と

（

冒
。

8
戸

　

冨

夛
）

、

眼
科
（
ω

倒
一

叫

ド一
囑
四
） 、

外
科
（

ω

巴

訂

訂
け

江

ぎ
）

、

小
児
科
（

岳
冨

冨

　

口

匹

8
ヨ
）

、

樹
根
と

薬
草
と
を

与
え
る

こ

と
（

旨
已
甼
ぴ
『
Φ

器

蕾
呂
ヨ
員ユ

⇒

ロ
ロ・

　

冨
鼠
呂
）

、

薬
を

抜
取
る
こ

と

　
（

o
ω

巴
斷

冨
ヨ

冨
口

80

醇
冨
）

な
ど
の

よ

　

う

な

呪
術

（

二

蠢
oo

ゴ

習
甲

i
冒
）

に

よ

っ

て

邪
悪
な
生
活
を
し
て

い

る

が
、

　

沙
門
ゴ

ー

タ

マ

は
、

こ

の

よ

う
な

呪
術
に

よ

る

邪
悪
な

生
活

を

離
れ
て

い

　
（

1
）

　

る
。

」

　

初
期
の

仏
教
で

は
、

既
に

見
た

通

り
で

も
あ
る

が
、

こ

の

よ

う
に

願

か

け
か

ら

始
ま
っ

て

薬
な

ど
に

よ

る

治
療
ま

で
、

す
べ

て

が

「

呪

術
」

、

「

畜
生
の

学
」

と

し

て

無
益

な

も
の

と

見

な

さ

れ

た
。

こ

の

考
え

は

『

律
蔵
』

に

お

い

て

も
表
面
上

、

変
わ
る

も
の

で

は

な
か
っ

た
。

即
ち

比

丘

に

対
し

て

は

次
の

よ

う

に

説
い

て

い

る

の

で

あ
る

。

　

「

比

丘
ら
よ、

呪
術
（

ユ

冨
oo

ゲ

畧
甲

ゑ 
旨
）

を

学
ん

で

は

な
ら

ぬ
。

学
べ

ぽ

　
へ　
　　も

　

悪
作
（

創

β
犀

冨
冨
）

に

な
る
」

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
、

　、
　

　
（
3

）

　

「

比
丘

ら
よ、

呪
術
を

教
え
て

は

な
ら
ぬ

。

教
え

れ
ば

悪
作
に

な
る

。

」

　
し

か

し

な
が

ら、

こ

の

場
合
の

「

呪
術
」

と

は
、

初
期
に

言
わ

れ
る

よ

う

な
広

義
の

も
の

で

は

な

く
、

い

わ

ゆ
る

邪
術
に

近
い

狭
義
の

も
の

一

四

六

で

あ
っ

た

ろ
う

と

考
え
る

。

な
ぜ

な
ら

ば
、

も
し

こ

の

「

小

事
挺
度
」

に

い

う
呪
術
が

広

義
の

も
の

で

あ

る

な

ら
ば

、

V
で

見
た

「

薬
捷
度
」

に

お

け
る

“

治
療
行
為
是
認
”

の

規

定
は

全
く

無

意

味
に

な
っ

て

し

ま

う
か

ら
で

あ
る

。

し
た

が
っ

て

『

律
蔵
』

に

お

い

て

「

呪
術
」

は

禁
止

さ

れ
た

が
、

そ

れ

は

「

治
療
行
為
」

を

除
い

た

も
の

で

あ
る

こ

と
に

洋

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
（

4
）

意
し

な
け
れ

ば
な

ら

な
い

。

こ

れ
に

加
え
て

「

小
事
鍵
度
」

に

は
、

比

丘
の

自
護
呪

が

許
さ

れ
て

い

る
か

ら

護
呪
が

呪
術
と

見
な
さ

れ
る

こ

と

も
な
か
っ

た
こ

と

を

知
ら
ね

ば

な

ら

な
い

。

こ

の

こ

と

は

比

丘

尼
に

対

す
る

規
定
か

ら

も

明
ら
か

で

あ
る

。

　

比
丘
尼
に

対
し

て

も
又

、

「

呪
術
」

が

禁
止

さ
れ

た
。

そ
れ

は

明

確

に

条
文
化
さ

れ

て

お

り
、

比

丘
よ

り
一

層
厳
し

い

規

定
に

な
っ

て

い

る
。

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
へ
　

　
も
　

　へ

　
　
「

い

か

な

る

比
丘
尼

も
呪
術
を
学
べ

ぽ

波

逸
提

（

℃
口
o一
＃一
望
黠9
）

　
に

な

る
」

　

「

文
字
（一
Φ

昇
げ
四
）

を

学
ぶ
こ

と

も
、

憶

持
（

α

冨
冨
o
ロ
）

を

学
ぶ

こ

と

も
、

　

　
　
　
　

　
　
パ

リ

ツ

タ

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

（

5）

　

守
護
の

た

め

に

護
呪
（

髱
コ
簿
薗
）

を

学
ぶ

こ

と

も
で

あ
る
…

…
。

」

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
、
、
、

　
　
（

6
）

　

「

い

か

な
る

比
丘
尼

も
呪
術
を

教
え

れ
ば

波
逸
提
に

な
る

。

」

　

こ

こ

で
、

呪
術
と

文

字
・

憶
持

・

護
呪
と

が

明

確
に

区
別
さ

れ
て

い

る
か

ら
、

先
の

通
り

僧
団
の

意
識
で

は
、

護
呪
は

呪
術

と
一

線
が

画
さ

れ
て

い

た
。

こ

の

規
定

に

よ

る

と
、

比
丘

尼
は

「

呪
術
」

を

学
ぶ
こ

と

教
え
る

こ

と

は

も
ち

ろ

ん
、

文
字

・

憶
持
・

護
呪
を
も
学
ん

で

は

な
ら

な
い

と

い

う
。

し

か

し
、

な
ぜ

呪
術
に

属
さ

な
い

し
か

も
比

丘
に

は

許

さ
れ
て

い

る

も
の

が

禁
止
さ

れ
た

の

で

あ
る

か
、

こ

れ

は

理

解
に

苦
し

む
。

更
に

彼
女
た

ち

に

は

特
別
な

禁
慮

も

言
い

渡
さ
れ

た
。
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「

比

丘

尼
は
、

自
己

、

或
い

は

他
人
を、

地
獄
〔

に

落
ち

よ

！
〕

を

も
っ

て
、

　

或
い

は

梵
行
〔

よ

り
去
れ
！

〕

を
も
っ

て

呪

詛
す
る

（

坦

σ

匡
ω

碧
舞凶
）

こ

と

　

　
　
（

7
）

　

は

な
ら

ぬ
」

と
。

こ

こ

で

又、

こ

の
一

条
が

比

丘

尼
に

付
さ

れ
た

の

は

な
ぜ

か
、

更

に

呪
術
を
学
ぶ

こ

と

に
つ

い

て

も
比

丘
よ

り

重
い

罪
に

問
わ

れ

な

け
れ

ば

な

ら
な
か

っ

た
の

は

な

ぜ
か

と

い

う

疑
問
が

生

じ
る

。

こ

れ

は

上

掲

の

禁
止

事
項
と
は

異

り
、

当
時
の

イ

ン

ド

の

女
性
が

男
性
に

比
べ

て

は

る

か

に

よ

く
呪

術
を

な
し

て

い

た

と
い

う

背
景
に

基
づ

く
も
の

で

あ

ろ

う
。

女
性
が

男
性
よ

り

呪
詛
し

や

す
い

性
格

、

或
い

は

立

場
に

あ
る

と

い

う
こ

と

は
、

今
日
の

人
類
学
な

ど
の

成
果
か

ら
一

般
的

事
実
と
し

て

（

8
）

確
認
さ

れ
て

い

る

と
こ

ろ

で

あ
る

。

註
W

　
（

1
）

　
b°
H

這
　
『

沙
門
果
経
』

（

切
勘

ミ

寒
隷

喬

慧
ミ
亀

あ

ミ
、

3b

」°

＄
）

　

　
　

に

も
同

記
事
あ
り
。

　
（

2
）

　
こ

の

訳
は

註
釈
に

よ

る

も
の

で

あ
る

が
、

く
餌
゜自

ω

9−
犀

。

は

「

雨
乞
い
」

、

　

　
　
く
o
の

ω

甲
犀

。

は

「

旱
魃
を

も
た

ら

す
こ

と
」

と

も
解
釈
し

う
る

。

　

　
　

　
唱
旨齢

口゚

目

ω
O．

（ （ （ （ （ （

876543
） ） ） ） ） ）

　
唄
旨」
H
一゜
　

Om

γ
H

一

ピ

　

ミ
§

」
＜°
ω

8
（

冨
o

犀
ぐ
β。

Z9

お
yo

戸

園

慧゚

＜°

ミ゚

　
唄
§°
H

＜°
ω

8
（

O
訓
O一
梓

叶一
団

四
　
り
絢

O°
　
切

O
）°

　
愁

旨゚

一

く嚠
b 。

蕊
（

曷
⊆

民
旨

它
o°
一

〇

）．

　
吉
田

禎
吾
『

呪
術
』

（

講
淡
社
現
代
新
書
）

唱゚

。。

鼻

以

下
、

及
び

佐
々

木
宏
幹
『

シ

ャ

ー

マ

ニ

ズ

ム

ー
エ

ク

ス

タ

シ

ー

と

憑
霊
の

文
化
』

（

中

公

新
書
）

ロ゜

冨
O

以
下
参
照

。

初
期
仏
教
に

お

け
る

文
化

変
容
（

片
山
）

W
　
古
代

イ

ン

ド

に
お

け

る
浄
法

　

わ

れ

わ

れ
は

、

最
初
期
の

「

治
療
を

含
む

呪
術
の

禁
止
」

か

ら
、

『

律

蔵
』

に

お

け

る

「

治
療
を

除

く

呪
術
の

禁
止
」

へ

の

移

行
の

跡
を
辿
っ

た
。

呪
術
の

み
が

否
定

さ

れ
た

後
者
の

段

階
で

は
、

治

療
は

不

問
に

付

さ
れ

、

比

丘

相
互
の

問
の

適
切
な

処
置
に

委
ね
ら

れ
て

い

る

わ

け
で

、

そ
れ

が

「

薬
挺
度
」

の

主
旨
で

も
あ

る
。

こ

の

或
る

意

味
で

自
己

矛

盾

的
な

傾
向
の

中
か

ら

当
然
の

帰
結
と

し

て

種
々

の

治
療

法

が

生

ま

れ

た
。

そ
れ

は
、

具
体
的
な

も
の

と
し

て

は
、

食
物
飲
物
に

よ

る

栄

養

療

法
、

薬
（

げ
げ
 
。゚

国

冒
）

・

薬
草
（

o
ω

巴
露
）

に

よ

る

治
療
が

あ

り
、

や

や

観

念
的
呪
的
な

形
で

は

誓
言
（

雷
o

雷
匠
同

ぞ
働
）

、

自
護
呪
（

讐
冨
眉

碧
一

洋
飴
）

、

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
（
1

）

護
呪
（

冨
ロ
＃
二。

）

或
い

は

象
徴
的
な
パ

リ

ッ

タ

儀
礼
（

冨

葺
＄
訂
冨

醤
）

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
（

2
）

に

よ

る

も
の

が

あ
る

し
、

ま

た

そ
の

中

間

に

は

水
に

よ

る

浄
化

も
あ
る

。

こ

う
し

た

治
療
に

関
す
る

種
々

の

事
例
を
経
典
な
い

し

注
釈
書
の

中
に

散
見
し

う

る

が
、

こ

れ

ら
は
一

に

随
犯
随
制
の

、

換
言
す
れ
ば

実
生
活

に

即
応
し

た

初

期
の

仏
教
の

教
え

と

そ
の

姿
勢、

と
り

わ

け

「

中
道
」

と
か

「

縁
起
」

の

構
造
そ
の

も
の

を

反
映
し

て

い

る
と

言
っ

て

も
よ

い

で

あ
ろ

う
。

　

た

だ
し

、

そ
の

時
の

状
況
に

応
じ

て

律
を

改
め

た

り
、

新
た

に

制
定

し

え
た
の

は

古
代
イ
ン

ド

の

釈
尊
在
世
に

限
ら
れ

た
こ

と
で

あ
っ

た
。

第
一

結
集
に

お

い

て
、

　

　
「

僧
団
は

未
制
を

制
せ

ず
、

所
制
を

破
ら

ず
、

制
に

随
っ

て

戒
を

保
持
し

続

一

四
七
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初
期
仏
教
に

お

け
る

文
化
変
容
（

片
山
）

　
　
（

3
）

　

け

る
」

と
の

決
議
記
事
が

伝
え
ら

れ
て

い

る

か

ら
、

い

か

な
る

小
々

戒
と
い

え

ど

も

原
則
的
に

は

改
制
が

許
さ

れ

な
か

っ

た
。

こ

の

小
々

戒
の

改
制
不

許
の

決
定
は
、

後
に

根
本

分
裂
、

即

ち

上

座
部
と

大
衆
部
の

二

系
統
を

生
む

要
因
と

な

り
、

ま

た

前
者
に

対
し

、

い

わ

ば

運
命
的
な

規
律
遵
守

の

課
題
を

負
わ
せ

た

と

も
い

え

る
。

律
は

当
然
の

こ

と

な
が

ら
法
と

相

俟
っ

て

実
践
さ

れ
る

も
の

で

は

あ

る

が
、

法
と
違
っ

て
、

時
代
が

移

り

地
理
を

異
に

す

れ
ば

自
ら

変
化

し

う
る

性
質
を
そ

な

え
て

い

る
。

そ
れ

は

「

釈
尊
時
代
」

の

「

イ
ン

ド
」

に

お

い

て

さ
え

も
随
犯
随
制
の

任
意

的
形
式
が

と

ら

え
て

い

た

こ

と

を

想
え
ば

明
ら
か

で

あ
ろ

う
。

　
と

こ

ろ
が

、

そ
の

改
制
が

不

可
と

も

な

れ
ば

、

律
制
が

可

変
か

ら

不

変
へ

と

移
っ

た

こ

と

を

意
味
す

る

も
の

で

あ
る
か

ら
、

こ

こ

に

お

い

て

可

変
的
な

人
間
生
活

に

お
い

て
、

た

と

え

そ
れ

が

不

変
的
な
真
理

、

解

脱

涅
槃
の

護
得
を
目

指
す
比
丘

生
活
で

あ
る

に

せ

よ
、

種
々

様
々

な

矛

盾
や

新
た

な

問
題
が

生

じ
る

こ

と
は

必

定
で

あ
る

。

比
丘

に

と

っ

て

は
、

こ

れ
ら
の

問
題
解
決
が

す

み

や
か

に

強
く
要
望
さ
れ

た
。

そ
う

し

て

生

ま

れ
た

相

応
の

答
が
「

浄
法
」

（

訂
署
ζ
鋤

）

と

呼
ば
れ
る
一

群
の

手
段
で

あ
っ

た
。

戒
律
の

条
文
に

抵
触
し

な
い

浄
い

方
法
で

あ
る

。

　
し
か

し

な
が

ら
、

こ

の

浄
法
は

釈
尊
滅
後
に

初
め

て

登

場
し

た

も
の

で

は

な
か
っ

た
。

先
に

見
た

四

依
に

付
さ
れ

た

余
得
に

は
こ

の

方
法
が

予

定
さ
れ

て

お

り
、

『

波
羅
提
木
叉
』

の

条
文
中
に

直

接
こ

の

「

浄
」

な
る

語
を
有
す

る

も
の

も
あ

れ
ば

、

そ
れ

を

予

想
さ

せ

る

も
の

を

も
含

一

四

八

ん
で

あ
る

。

し

た

が
っ

て

こ

の

始
ま

り

自
体
は

釈

尊
の

時
代
に

あ
る

と

　
　

　

（

4
）

考
え
て

よ

い
。

け
だ
し

原
則
と

い

う

も
の

は

常
に

非
原

則
を

基
盤
と

し

て

存
す
る

も
の

で

あ
る

か

ら
。

　

浄
法
に

は

い

く
つ

か

の

発
展
が

見

ら

れ
る

が
、

大

き
く
は

次
の

三

段

　
　

　

　

　

（

5
）

階
が

認
め

ら

れ

る
。

　

ω
波
羅
提
木
叉
（

℃
鋤
け一
コ

PO

犀
パ
げ
帥
）

に

含
ま

れ
る

浄
法

　

 
波
羅
提
木
叉
固
定
以
後

　

 
浄
法
以

後

　
こ

の

発
展
段

階
の

う

ち
、

ω
 
は

パ

ー

リ

律
を
は

じ
め

と

す
る

諸
律

に

お

い

て
、

又

 
に
つ

い

て

は

パ

ー

リ

律
を

除

く

他
の

律
の

中
で

主

に

確
認
さ

れ

る

と
こ

ろ
で

あ

る
。

い

ず
れ

も
イ
ン

ド

に

お

け
る

比

較
的
早

い

時

期

に

行
な
わ

れ
た

も
の

と

思
わ

れ
る

。

し

か

し
、

パ

ー

リ

を

中
心

に

テ

ー

ラ

ヴ

ァ

ー

ダ

の
、

つ

ま

り

古
代
の

イ

ン

ド

か

ら
セ

イ
ロ

ソ

に

至

る

時

代
の

浄
法
に

つ

い

て

見
る

な
ら
ば
、

 
の

中
に

更
に

二

つ

の

発
展

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
（

6
）

段
階
を

認
め

る

こ

と
が

で

き
る

。

　
 
経
分
別

（

ω
蛋

§
〈
帥

げ

訂
5 。
°q
僧
）

、

挺
度
部
（

宍

訂

巳
訂
匿
）

に

見
ら

　
　

れ

る

浄
法

　
 
『

律
蔵
』

（

波
羅
提
木
叉、

経
分
別

、

腱
度
部
）

以

後
の

ア

ッ

タ

　
　
カ

タ

ー

（

〉
＃

冨
犀

讐

訂、

注
釈
書
）

に

見
ら

れ

る

浄
法

　
今
こ

れ

か

ら

問
題
に

し

よ

う

と
す

る

浄
法

は
、

最
も
進
ん

だ

時
代
の

も
の

と

考
え
て

よ

い
。

分
類
 
の

 
に

属
す
る
、

『

律
蔵
』

以

後
の

も
の

で

あ
る

。

こ

の

段

階
に

あ

る

も
の

は
、

い

わ

ゆ
る

「

浄
語
」

（

訂
℃
b

ぐ
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〈

碧

雪
B。

）

を

含
む

複
雑
多
岐
に

わ
た

る

規
定

で

あ
り

、

律
の

条
文
と

現

実
生
活
と

の

ギ
ャ

ッ

プ

を
埋

め

よ

う

と

す
る

比
丘

の

知
恵
の

結
晶
に

外

な
ら

な
い

。

こ

こ

に

わ

れ
わ

れ
は

文
化
の

変
容
を

窺
い

う
る

。

註
W

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
ヤ　
　　へ

　
（

1
）

　
パ

リ

ッ

タ

儀
礼
の

完
成
を

も
っ

て

比
丘
に

対
す
る

「

治
療
」

「

呪
術
」

　
　

　
の

規
定
に

終
止

符
が

打
た

れ
た

と

仮
定
す
る

な
ら
ば

、

次
の

よ

う

な
禁

　
　

　
止

（

x
）

、

黙
認
（

○
）

の

過
程
が

見
ら

れ
る

。

　
　

　
　
　
　
　

　

〈
時
　
期
V
　
　
　
　
　
　
八
呪
術

〉
　
　
〈
治
療
〉

　
　

　
初
期

（

経
集

、

梵
網
経

、

沙
門
果
経
等
）

　…
　

x

　
　
冖
　
　
x

　
　

　
中
期
（

律
蔵
の

薬
挺
度

、

小
事
靆
度
）

　

冖

　

X

　
　
…
　
　

○

　
　

　

後
期
（

律
蔵
以

後
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　

〇
　
　
…
　
　

○

　
　

　
　
た

だ
し

、

こ

こ

に

い

う

「

呪
術
」

は

狭
義
の

も
の

で

あ
る

。

又、

M

　
　

　
で

見
た

よ

う
に

律
蔵
で

は

「

自
護
呪
」

が

認
め

ら
れ
て

い

る
か

ら

僧
団

　
　

　
で

は

護
呪
を

呪
術
と

見
な
し
て

い

な
か

っ

た

点
に

注

意
し

な

け
れ
ば

な

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
マ
　

　
リ

　
　

　
ら

な
い

。

こ

れ
を

推
せ

ぽ、

パ

リ

ッ

タ

の

儀
礼
さ
え

も
呪
術
に

入
ら
ぬ

　
　

　
と

見
な
さ

れ
た

こ

と
に

な
る

。

な
お

、

拙
稿
「

パ

リ
ッ

タ

（

国
葺
け

p
）

　
　

　

儀
礼
の

歴
史
的
背
景

ー
ア

ヅ

タ

カ

タ

ー

文
献
を

中
心

に

し

て
」

（

駒

　
　

　

沢
大
学
仏
教

学
部
論

集
第
10
号
） 、

奈
良
康
明

「

パ

リ

ッ

タ
（

勺

穹剛
簿
m
）

　
　

　

呪
の

構
造
と

機
能
」

（

宗
教
研
究
二

＝
二

号
）

参
照

。

　
（

2
）

　
こ

れ
ら
に

つ

い

て

は

別
稿
に

て

論

ず
る

予

定

で

あ

る
。

な

お

「

誓

　
　

　
．

薈
」

に

つ

い

て

は

奈

良
康
明
「

真
実

語
に

つ

い

て

i
仏

教
呪

術
の
一

般

　
　

　

面
」

（

日

本
仏
教
学
会
年
報
・

第
38
号
）

参．
照

。

　
（

3
）

＜

慧

」
尸

邸

。。
°。

　
（

4
）

　
佐

藤
密
雄
『

原
始
仏
教

教
団
の

研
究
』

O．
ON

ω
h．

　
（

5
）

　
平

川
彰
『

律
蔵
の

研

究
』

署
絹
巽
為
零

に

詳
し
い

。

　
こ

れ
ら
三

区

初
期
仏
教
に

お

け
る

文
化
変
容
（

片
山
）

　

　
　
　ミ　
　

も

　

　
分
は

諸
律
を

通
し
て

行
な
わ

れ
て

お

り
、

そ
の

ω
は

条
文
に

直
接
「

浄
」

　

　
な
る

語
を

含
む

、

又
は

予
想
さ
せ

る

段

階、

 
は

「

浄
語
」

を

含
む

段

　
　

階、

 
は

も
は

や
「

浄
」

の

語
さ
え

見
ら

れ
な

く
な
っ

た

段

階
で

あ
る

　

　
と

指
摘
さ

れ
た

。

（

6
）

　
ω
で

は
“

浄
語
”

に

よ

る

方
法
は

示
さ

れ
る

が
「

浄
語
」

と
い

う…『、
口

葉
は

　

使
わ

れ
て

い

な
い

。

し

か

し

 
に

は

「

浄
語
」

（

評

昌
ロ

蔓
o
＜
Qo

帥
昌
m
）

な

　

　
る

語
が

現
わ

れ
る

。

 ゜
ひ亀゜

智゚

2Qo
甲
 

b◎
O

簿

09
°ゆ

。7一
∋’

順

　
古
代
セ

イ
ロ

ン

に
お

け
る
浄
法

　

或
る

も
の

を

指

示
す
る

場
合、

律
の

条
文

に

違

背
し

な
い

よ

う
、

直

接
法
を

用
い

ず
間
接
的
婉
曲
法
を

用
い

て

表
現
す
る

「

浄
語
」

に

よ

る

浄
法
は

、

パ

ー

リ

の

律
を

外
れ

た

規
律
で

あ

る
こ

と

か

ら

『

サ

マ

ン

タ

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

1）

パ

ー

サ

ー

デ

イ

カ

ー
』

（

 
自

§
亀

ミ
籥
腎
勘
。゚

勵

儀

簿
勵
）

に

は

「

パ

ー

リ

外
決

定
」

（

勺

巴凶
日
舜
富

訂
丘
巳
60

ゴ
9
鴇
凶
）

と

呼
ば

れ
た

。

古

代
セ

イ
ロ

ン

で

は
、

こ

の

決

定
が
い

く
つ

も
生

ま

れ
、

さ
ま

ざ
ま

な

展
開

を

見

せ

る

が
、

以
ド

で

は

そ
の

う
ち

の

「

薬
」

に

関
す

る

浄
法
を
中

心

に
、

紹
介

を

か

ね
て

考
察
す

る

こ

と
に

し

た

い
。

　

古
代
イ

ソ

ド

の

仏
教
に

お

い

て

「

薬
」

が

食

物
と

し

て
、

或
い

は

治

療
と

し
て

ど

の

よ

う

に

扱
わ

れ

た

か
は

、

こ

れ

ま
で

に

見
て

来
た

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

こ

こ

に

お
い

て

「

浄
法
」

と

し

て

問

題
に

な
る

の

は

主

に

後
者
の

場

合
で

あ
る

。

律
の

注
釈
で

あ
る

『

サ

マ

ン

タ
パ

ー

サ

ー

デ

イ

カ

ー
』

を

内
容
と

し

て

構
成
さ

れ
た

セ

イ
ロ

ソ

の

『

パ

ー

リ

外
律
決

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

2）

定
録
』

（

、

ミ

§
ミ
、

幕
鼕
ミ
亀
§
旨

§
ぎ
ミ
・・

§
鷺
ぎ

）

で

は

こ

れ

を

｝

四

九
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初
期

仏
教
に

お

け
る

文
化
変
容
（

片
山
）

　

　
　
　

　
　
　

　
ヤ
　
　ヘ
　
　

へ

　

国

　
薬
等
に

ょ

る

具
体
的
治
療

　

圍
　
パ

リ
ッ

タ

儀
礼
に

ょ

る

呪
術

的
治
療

　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

3
）

に

分
類
し

て
い

る

感
が

あ
る

。

こ

れ
ら
の

細
か

な

規
定
が

特
に

波
羅

夷

の

う

ち

の

「

殺
生
」

の

項
で

扱
わ

れ
て

い

る

こ

と
は
、

ア
ッ

タ

カ

タ

ー

時

代
に
、

治
療
に

関
す
る

行
為
が

そ
の

ま

ま

生

命
に

直
結
す

る

も
の

と

し

て

実
際
に

行
な

わ

れ、

比
丘
に

も

信
者
に

も
重

大
な
関
心

事
で

あ
っ

た

こ

と

を

物
語
っ

て

い

る
。

団
、

回
の

い

ず
れ

に

つ

い

て

も

ω
誰
に

対

し

て

（

治
療
の

対

象
） 、

 
ど
の

よ

う

に

治

療
し

（

治
療
の

方
法
）

、

 

薬
等
を

ど
こ

か

ら

調
達
す
る

か

（

薬
等
の

求
め

方
）

に

焦
点
が

絞
ら

れ

て

い

る
。

な
お

こ

こ

で

は

治
療
の

主

体
（

職

能
者
）

は

比
丘
に

あ
る

か

ら

そ
の

点
に

は

触
れ
ら
れ
て

い

な
い

。

　
　
団

　
薬
に

よ

る
治
療
（

資
料

A
）

　
　
　
ω

治
療
の

対
象

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ヘ

　
　

ヘ

　
　ヘ
　
　ヘ
　

　へ

　
寺
へ

来
た

者

す
べ

て

に

治
療
を

施
し

て

は

な

ら

な
い

。

医
師
に

な
る

な
ら

ば

悪

作
（

偽

鼻
ざ
冨
）

と

な
る

（

＞
i

堕
）

。

治
療
の

許
さ
れ

る

対
象

は

次
の

者
に

限
ら

れ

る
。

　
 
同

じ

戒
・

信
・

慧
の

あ
る

三

学
に

相
応

し
い

出
家
の

五

衆
、

即

ち

比
丘

、

比
丘

尼、

正

学
女

、

沙
弥、

沙

弥
尼

（

＞
−

げ
）

。

　

 
在
叡
の

五

近
親
者

。

即
ち

母
、

父
、

そ
の

世
話
人
（

ロ

冨
＃

訂
訂
）

、

自
分
の

執
事
人
（

〈
Φ

団

風
≦
8
欝
碧
p。
）

、

畔
頭
波
羅
沙
（

冨
⇔

倉
冨
嶄
・゚

動
）

で

あ
る

（

＞

6
）

。

「

執
事
人
」

と

は

給

料

を

取

り
、

森
で

木
を

切
っ

一

五

〇

た

り

そ
の

他
の

仕

事
を

す
る

者

を

い

い

（

》
ー

ゲ
）

、

い

わ・
ゆ

る

浄

人

（

ぎ
や
O

貯
鋤

鐡
螽
犀
ρ。

）

で

あ
る

。

又
、

「

畔
頭
波
羅
沙
」

と
は

、

衣
鉢
が

用

意
さ
れ

る

ま

で

寺
に

住

ん

で

い

る

出

家
志
願

者

（

冨
げ
げ

畠
碧
Φ

算
冨
）

を
い

う

（

＞
1

恥
）

。

　
 
王

位
に

つ

く
者
（

＞
1

 
）

。

僧

団
に

は
、

彼
ら

が
、

取
っ

て

い

な

が

ら

与
え
て

く
れ

な
い

と
か
、

与
え

ら

れ
て

も

残
り
も
の

を

与
え
て

い

る

と
か

言
っ

て

怒
り

、

生

命
を

奪
う

よ

う

な
、

教
え
（

ロリ

⇔
ω

 

昌
頸
）

に

障

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

4）

害
と

な
る

存
在
だ

と
い

う

意
識
も
あ
っ

た

ら
し

い
。

　

 
十

親
族

。

即

ち
、

兄
、

弟
、

姉
、

妹
、

母
の

妹
、

母
の

姉
、

父
の

弟、

父
の

兄、

父
の

姉
妹

、

母
の

兄
弟
（

〉
↓
）

。

　

 
義
理
の

兄
弟
姉
妹

（

〉
：

ヨ
）

。

　

 
病
人
と

し
て

来
寺
し

た

盗

賊
、

敗
戦
の

将
、

親
族
に

見
捨
て

ら

れ

た

貧
困
者

、

情
夫
な

ど

（

＞
Io

）

。

　

 
病
人
の

た

め

に

処

方
を

求
め

て

来
た

者

（

〉

壱
〜

同

）

。

　

以
上

の

規
定
を

見
る

限
り

、

こ

こ

で

は

出

家
在
家
を

問
わ

ず
ほ

と

ん

ど

す
べ

て

の

者
に

治
療
が

許
さ

れ
て

い

る

と

考
え
て

よ

い
。

こ

の

よ

う

な
こ

と

は
パ

ー

リ

の

『

律
蔵
』

に

は

全
く
説
か

れ

ぬ

も
の

で
、

占
代
セ

イ
ロ

ン

に

展
開
し

た

仏
教
の

姿
が
如

実
に

示
さ

れ
て

あ
る

。

そ

れ
は

律

の

規

定
よ

り

も
、

例
え
ば

慈
悲
と

い

う
よ

う

な

或
る

意

味
で

法
の

立

場

か

ら
、

教
え
に

沿
う
よ

う

な

場

合
な

ら

ぽ
い

か

な
る

こ

と

も

許
容
さ

れ

て

し

ま
っ

た

よ

う

に

さ

え

思
わ

れ

る
。

と

り
わ

け
王

を

含
む

在
家

者
に

対
し

て

緩
和
さ
れ

て

い

る
こ

と
が

明

瞭
で

あ
る

が
、

こ

れ
は

仏
教
と
王
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制
、

　一

般
社
会
と
の

結
び
つ

き
が

律
を

越
え
て

強
ま
っ

て

い

る

こ

と
を

意

味
す
る

。

な
お

 ．
か

ら

 
の

順

序
は

比

丘

と

他
と
の

関
係
の

度
合
を

示

し
て

い

る

よ

う

に

思
わ

れ

る
。

　

　

　

 
治

療
の

方
法

　

こ

こ

に

は

薬
に

よ

る

治
療
の

こ

と

は

述
べ

ら
れ
て

い

る
が

、

ど
の

よ

う
に

治
療
し

た

か

に

つ

い

て

は

触
れ

ら

れ
て

い

な
い

。

薬
を

調
合
し

て

行
な

う

（

》
1

び》
Φ

）
、

瞰
食

、

嚼
食
を

与
え
る

（

諺
−

脚q
）

、

沐
浴
さ
せ

た

り

按
摩
を

す
る

（

＞
1

σQ
）

な
ど

と
い

う
一

般
的
な

記
述
の

み

で

あ
る

。

そ

れ
は

、

今
こ

こ

で

重
要
な
こ

と

が

治
療
の

技
術

そ

の

も

の

で

は

な

く
、

ど
の

よ

う

な

要
領
で

治
療
す

れ
ば

よ

い

か

と
い

う

治
療
す
る

に

至

る

道
筋
を

説
く
こ

と

に

あ

る
か

ら

だ
。

そ

れ
が

「

浄
法
」

と

い

う

形
で

示
さ

れ
る

の

で

あ
る

。

　

 一
出
家
の

五

衆
に

対
し
て

は
、

伝
統
的
な

『

律
蔵
』

に

説
か

れ
た

比

丘
に

よ

る

治
療
法

が

あ

る
か

ら

さ

ほ

ど

問
題
は

な
い

。

し

か

し

在
家
者

に

対

す
る

場
合
は

そ
の

よ

う

な
こ

と
が

か

つ

て

示

さ

れ
た

こ

と

が

な
い

か

ら

か

な
り
の

変
化
が

生

じ
て

い

る
。

特
に

古
代
セ

イ
ロ

ン

で

は
、

仏
教

受
容

後
、

従
来
の

バ

ラ
モ

ン

に

代
っ

て

比

丘
が
一

般
信
者
の

よ

き

教
育

者、

相
談
相
手
と

し

て

の

役
割
を

果
す
よ

う
に

な
っ

た

た

め
、

比

丘
に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

5
）

諸
々

の

知
識
が

要
求
さ

れ
た

。

医
学

的
知
識
に

つ

い

て

も
例

外
で

は

な

か

っ

た
。

こ

れ

は

比
丘

内
部
の

大
き
な

変
化
と

言

わ

ね
ば

な
ら

な
い

。

そ
う

し

た

社
会
的
立
場
の

転
換
か

ら
、

「

村
住
」

の

比

丘
と

信

者
と

の

間
に

交
渉
を

持
つ

機
会

が

増
大
し
、

病
気
の

治
療
に
つ

い

て

も
信

者
が

初
期
仏
教
に

お

け
る

文
化
変
容
（

片
山
）

比
丘

を

頼
っ

て

寺
を
訪
つ

れ

た
で

あ
ろ

う
こ

と
は

想
像
に

難
く
な
い

。

　

 
ま

ず、

両

親
に

つ

い

て

は

比

丘
が

僧
院

内
で

治
療
す
る

こ

と

も

許

さ
れ
た

ら

し

い
。

し

か

し

母
親
に

対
し

て

は

身
体
が

触
れ

な
い

よ

う

に

し

て

治

療
し

な

け
れ
ぽ

な

ら

な
い

　
（

〉

占
）

。

そ
の

時
に

は

親

子

の

関

係
が
断

た

れ

女
と

男
と
い

う
一

般
的
関
係
が

成
立

す
る

。

　
父
親

に

対
し

て

は
、

男
で

あ
る

か

ら

沙
弥
の

よ

う
に

看

病
す
れ

ば

よ

い

（

＞
1

αq
）

。

親

に

対
す
る

こ

の

扱
い

は
、

在
家
者
の

た

め

に

説

か

れ

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

6
）

た

『

六

方
礼
経
』

（

 

ミ
晦
匐
丶

oq

黜

§−
切

ミ
ミ

）

の

よ

う

な
仏

典
に

お

け
る

親
へ

の

孝
行
が

、

そ
の

ま

ま

出
家
者
に

向
け
ら

れ
た

と
こ

ろ
か

ら

導
か

れ
る

の

で

あ
ろ

う
。

出
家
の

在
家
化
を

示

し

て

い

る
。

　
親
に

奉
仕
を

し
て

く
れ

る

世
話
人
に

も
同
様
な

治
療
が

な

さ

れ

る

（

＞
1

σq
）

。

比
丘

自
身
の

執
事
人
に

対
し

て

は
、

そ
の

執
事
本
人
に

親
族

が
い

な
い

場

合
、

薬
を
与
え
て

や

ら

ね
ぽ

な
ら

な
い

（

＞
ー

ゲ
）

。

「

比
丘

に

頼
る

者
」

（一
》

ゴ
一

犀
犀

ゴ
己
ロ

P一
〇陰

口陰一
け

缶

押
9
）

の

場

合
も

同
様
で

あ

る
（

諺
山
）

。

畔
頭
波
羅
沙
に

対
し

て

は
、

親
が

許

可
し

た

場
合

、

沙
弥
の

よ

う

に

扱

っ

て

や

れ
ば

よ

い

（

〉
↓
）

。

彼
ら

も
又

、

僧
院

内
で

治
療
を
受
け
る
こ

と
が

許
さ

れ
る

。

　
 
王

位
に

つ

く
者
に

対
し

て

は

特
に

規
定
さ

れ
て

い

な

い
。

「

薬
は

薬
を

求
め

る

者
に

調
合
し

与
え

ら
る
べ

き
で

あ
る
」

（

》
1

 
）

と

述
べ

、

ゐ
　

　　ミ
　
　　
う

医
師
的

な

立

場
の

表
現
で

済
ま

せ

て

い

る
。

　

 
十

親
族
に

対
し

て

は
、

自
由
に

薬
を

調
合
し

て

与
え
る

こ

と

が

許

さ

れ
る
（

＞
1

犀
）

。

一

五
一
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初
期

仏
教
に

お

け
る

文
化
変
容
（

片
山
）

　

 ．
血
の

つ

な

が
ら

な
い

親
族

、

つ

ま

り

兄
弟
の

妻
も
し

く
は

姉

妹
の

夫
と

い

う

義
理
の

兄
弟
姉
妹
に

対
し
て

は
、

実
の

兄
弟
姉
妹
の

た

め

に

作
っ

て
、

「

あ
な
た

方
を

守
る

た

め

に

与

え

て

ほ

し

い
」

と
い

っ

て

渡

さ

れ

な

け

れ
ば

な
ら

な
い

。

ま

た

兄

弟
姉
妹
の

子
に

対
し

て

は

「

あ
な

た

方
の

両

親
に

与
え
て

ほ

し

い
」

と
い

っ

て

渡

さ

れ

ね

ば

な

ら

な
い

（

〉
ー

ヨ
）

。

こ

の

「

方
便
」

（

后
身
缶
）

に

よ
っ

て

す
べ

て

の

語

句

に

対

す
る

「

決

定
」

（

く

ぎ
言
o

訂
巻
）

が

認
め

ら

れ
る
べ

き
で

あ

る

と
い

う
。

こ

こ

に

は

浄
語
に

よ

る

「

浄
法
」

が
は

っ

き
り

示

さ

れ
て

い

る
。

　

 
盗
賊
そ
の

他
貧
困

老
に

対
し

て

は
、

求
め

る

と
こ

ろ

な

く
薬
を

作

っ

て

や
る
べ

き
で

あ

る

（

＞
Io

）

。

　

 
敬
虔
な
信
者
が

、

他
の

人
の

た

め

に

薬
を

求
め

て

や
っ

て

来
た

場

合
ど
の

よ

う

に

対

処
さ

れ
た

か
、

こ

の

時
の

処

置
は

最

も
典

型

的

な

「

浄
法
」

で

あ

る

と
号 ．
口

っ

て

よ

い

だ

ろ
う
。

こ

れ

に

つ

い

て

は

二

種
の

方
法
が

示

さ
れ

る
。

ω

依
頼
老
が

「

浄
法
」

に

関
す
る

知
識
を

持
っ

て

い

な
い

場
合

ー

　

「

尊
者
よ
、

私
の

母

が

病
気
で

す
。

ど

う
か

薬
に

つ

い

て

説
明

し

て

　

下
さ
い
」

と
、

こ

う

問

わ

れ

た

な

ら
ば

説
明
す
べ

き
で

は

な
い

。

し

　

か

し

〔

比

丘
の

間
で
〕

お

互
い

に

「

友
よ

、

某
比

丘
は

こ

の

病
気
の

　

時
ど

の

よ

う

な

薬
を
作
っ

た

の

で

す
か
」

「

尊
者
よ
、

こ

れ

こ

れ
の

　

薬
で

す
」

と
い

う

会

話
が

行
な
わ

れ
る

べ

き
で

あ

る
。

そ
れ

を

聞
い

　

て
、

依

頼
者
は

母
親
の

薬
を

作
る
の

で

あ
る

（

＞
1

σq
）

。

ラ侮

依
頼
者
が

「

浄
法
」

に

関
す
る

知
識
を

持
っ

て

い

る

場
合

i

一

五

二

　

　

人
が

浄
法

（

犀

昌
℃

ぞ
暫
）

を
知
っ

て

い

て

こ

う
尋

ね
た

と

す
る

、

　

「

尊
者
よ

、

〔

人
々

は
〕

某
病
気
に

は

ど

ん

な

薬
を

作
る

の

で

す

か
」

　

と
。

そ
の

場

合、

「

〔

人
々

は
〕

こ

れ

を

得
て

作
る

の

で

す
」

と

言
う

　

こ

と

が
で

き
る

の

で

あ
る

（

＞
1

℃
）

。

　

こ

の

う

ち

第
→

に

つ

い

て

は

そ
の

後
に

興
味
あ
る

実
話
が

付
さ

れ
て

い

る

が
、

セ

イ
ロ

ン

で

は

よ

く

知
ら

れ

た

も
の

で

あ
る

か

ら

以

下
に

紹

　

　

　
　

　
　
（

7）

介

し
て

お

き
た
い

。

　
「

マ

ハ

ー

パ

ド

ゥ

マ

（

ζ
四

7
餌

O
餌

畠
唱

日
印
）

長
老
も
ま
た

ヴ

ァ

サ

パ

（

＜
餌
ω

餌

び
ず
9

　
一

b。

『

亠
謡

切．

ρ
）

王
の

妃
が
病

気
に

な
っ

た

時
、

一

人
の

女
性
が

や
っ

て

来

　

て

質
問
さ

れ
た

が、

『

知
ら

ぬ
』

と

言
わ

ず
に

、

こ

の

よ

う
に

し

て

比
丘

た

　

ち
と

話
を

交
し

た

の

で

あ
っ

た
。

そ
れ
を

聞
い

て

〔

彼

女
は
〕

王

妃
の

た
め

　

に

薬
を

作
っ

た
。

病
気
が

治
る

と
、

三

衣
お

よ

び

三

〇
〇
金
（

冨
誌
冨
冨
）

　

と

共
に

薬
箱

（

げ

冨
芻

膏
o

譽
ぴqo

母

冨
）

を

満
し

て

運
ん

で

来
、

長
老
の

足

　

元
に

置
い

た
。

そ
し
て

『

尊
者
よ

、

花
供
養
（

它
ロ

旨
碧
q
黐
）

を

な
さ
っ

て

　

下
さ
い
』

と

言
っ

た
。

長

老
は

“

こ

れ
は

師
の

配

分
（

倒
6
口

「
一

同
餌
げ

7
蝉

伽qp
ρ

）

で

　

ρ
8

）

　

あ
る
”

と
い

う
こ

と
で

、

浄
法

（

冨
暑一
冨
）

に

よ

っ

て

得
さ
せ

、

花
供
養

　

を

行
な
っ

た
」

　
（

＞
1

噌
）

。

　

以

上
の

浄
法
は

、

薬
、

治

療
に

あ
っ

て

ま

さ

に

極

め

ら

れ
た
「

方
便
」

と

査、
ゴ

ロ

い

う

る

処
方
で

あ

り
、

傑
作
で

あ
る

。

こ

れ

を

も
っ

て

す

れ

ば
、

い

か

な

る

処
置
を

も
施
し

う
る

も
の

で

あ
り

、

古
代
セ

イ
ロ

ン

で

は

こ

こ

に

お

い

て

浄
法
が

完
成
さ
れ

た

と

見
て

よ

い

で

あ
ろ

う
。

　

　

　

 
薬
の

求
め

方

　

こ

れ

ま
で

に

見
て

来
た

と
こ

ろ

で

は
、

比
丘

は
、

比

丘
お

よ

び

最
も

N 工工
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関

係
の

深
い

者
に

対
し

て

治
療
を

行
な
っ

た

が
、

　一

般

信
者
に

対
し
て

は

主
に

薬
の

処
方
を

浄
法
に

よ

っ

て

行
な
っ

た
。

し

か

し

そ
の

薬
を

ど

こ

で

調

達
す
る

か

に

つ

い

て
、

後
者
の

場

合
は

処
方
さ

え

知
れ

ば

薬
は

自
由

に

得
る

こ

と
が

で

き
る

か

ら
よ

い

と

し

て

も、

前
者
の

場

合
に

は

限
ら

れ

た

僧
院
内
で

の

治
療
で

あ
る

か

ら

重
要
な

問

題
で

あ
っ

た
。

　

 
病
比

丘
が

薬
を

持
っ

て

お

れ

ば
、

そ

れ

を

調

合
し

て

や

れ

ば

よ

い
。

し

か

し

持
ち

合
わ

せ

が

な
い

場
合

、

治
療
に

当
た

る

比
丘

自
身
の

も
の

を

与
え
な

け

れ
ぽ

な

ら

な
い

。

そ
の

比
丘
に

も
薬
が

な
い

場
合

、

次
の

三

種
の

い

ず
れ

か

に

よ

っ

て

得
る
べ

き
も
の

と

さ
れ

る
。

　

ω

托
鉢
（

げ
ゴ
一

犀

パ
げ
箇
O
似
同

薗

く
P
け

→

櫛
）

　

 

親
族
（

ロ
鋤

鐙
犀
 
）

　

鋤

招
待
の

場
所

（

冨
く

9
翼
誓
倒

鐔
）

　

（

で

あ
る

。

な
お

得
ら
れ

な

け
れ

ば

病
人
の

た

め

に
、

表
示

し

な
い

で

（
山

犀
卑
け

9
〈
一

諏
諏
餌
→

叶
一

）

他
か

ら

求
め

ら

れ

な

け

れ
ぽ

な
ら

な
い

（

》
ー
げ
）

。

　

 
両

親
等
の

薬
に

つ

い

て

は

説
明

が

な
い

。

し

か

し

彼
ら
に

は

比
丘

白
身
の

も
の

が

与
え

ら
れ

て

い

る

（

＞
1

。

〜
αq
）

か

ら
、

薬
の

求

め

方

も
 
の

よ

う

な

形
を

と
っ

た

こ

と
が

考
え
ら

れ

る
。

も
ち

ろ

ん

彼
ら
は

在
家
者
で

あ
る

か

ら

自
ら

薬
を

持

参
し

て

来、

そ

れ
を

比

丘

が

調
合
し

て

用
い

る

こ

と

も

あ
る

わ

け
で

あ
る

。

　

 
王

位
に

つ

く

者
に

つ

い

て

も
説
明
は

な
い

。

任
意

的
で

あ
っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

　

 
十
親
族
の

場
合

、

彼
ら
が

薬
を
持
っ

て

来
て

、

比
丘

に

調
合
を

依

　
　
　
初
期
仏
教
に

お

け
る

文
化
変
容
（

片
山
）

頼
す
る

。

も
し

薬
が

足

り

な
い

場
合

、

彼
ら

が

「

尊
者
よ
、

わ

れ

ら
に

与
え
て

下

さ
い

。

お

返

し
い

た

し

ま

す
か

ら
」

と
い

う
こ

と

で

求
め

る

な

ら
ぽ

、

し

ば
ら

く
（

酔

似
く
9Ω
犀
倒
一一
犀
鋤

旨
）

与
え
る

べ

き
で

あ

る
。

た

と

え
求
め

な

く
て

も

「

わ

れ

わ

れ
に

は

薬
が

あ
り
ま

す
。

し

ば

ら

く
お

使

い

な

さ
い
」

と

言
っ

て

与
え
る
べ

き
で

あ
る

。

も
し

、

あ
と

で

彼
ら
が

そ
れ

を

返
す
る

な

ら

受
け
取
れ

ば
よ

い
。

返

さ

な

く
と

も
責
め

て

は

な

ら

な
い

（

＞
1

犀
）

。

　

 
〜

 
す
べ

て

に

対
し
、

「

求
め

る

こ

と

な

く
薬
を

作
っ

て

や

る

べ

き
で

あ
る
」

と

言

わ
れ

る

（

＞
lo

）
。

非
親
族
の

者

に

は
、

沙
弥

ら

に

よ
っ

て

ア

ラ

ン

ニ

ャ

か

ら

”

自
分
の

た
め

に
”

と

い

う
こ

と

で

薬
を

運

ぽ
せ

て

か

ら

そ

れ
を

施
す
（

＞
1
日
）

。

又
、

和
尚
が

外
出
中
に

和

尚

の

両
親
が

病
気
の

た

め

に

寺
へ

来
た

場

合
、

弟
子
は
一

度

和
尚
の

も
と
へ

薬
を

運
ん

で

か

ら

処

置
を
す

る
。

も
し

和
尚
の

分
が

無
い

場
合

、

自
分

の

も
の

を

施
し

、

自
分
に

も

無
い

場
合

、

既
に

述
べ

た

要
領
で

求
め

ね

ば

な
ら

な
い

（

諺
ー

ロ
）

。

　

い

ず
れ
に

し

ろ
、

子
々

孫
々

に

お

い

て

七

世
代
ま

で

四

資
具
を

運
ば

せ

て

も

「

無
表
示
」

（

山

訂
富
三

ま
碧

ε
　
が

信
仰
心

を

汚
が

す
罪
に

は

な

ら

な
い

し
、

薬
を

作
っ

て

も
「

治
療
」

（

＜
 

冒
訂
ヨ
ヨ
p
）

が

信

仰
心

を

汚
が

す

罪
に

は

な
ら

な
い

（

〉
亠
）

と

言
わ

れ
て

い

る
。

　

以

上
が

、

薬
に

よ

る

具
体
的
な

治
療
の

場
合
で

あ

る

が
、

次
に

こ

れ

　
　
　
　
　
を
　
　

　
ヘ
　
　

　
へ

と

対
峙
す
る

呪
術
的

な

要
素
を

持
つ

パ

リ

ッ

タ

（

護
呪
）

に

よ

る

治
療

の

場

合
に

移
る

こ

と
に

し

た
い

。

一

五
三
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初
期
仏
教
に

お

け
る

文
化
変
容
（

片
山
）

註
W
団

　
（

1
）

　

魯゚
 

O
♪

ω

Q。

邸

2B

ω

玖

日．

　
（

2
）

　
O

、曽

、
91
、

§
ミ
、

寒
§
馬

§
ヒ

§
曹

§
ぎ
覧
あ

§
因
亀

ぎ
　
（

じσ

国゚

b。

忘
トコ

）

　
　

　
bO
、
Q。

亠
ho

ロロ
。》

『
疑

§
〉・
亀

怨
詠

贖
貸
隷

ミ
讐
寒
亀

ミ
勵

（

一

Φ

刈

O
）

℃

や
o。

亠
Q。

こ

　
　

　

の

箇
所
は

、

憩゚
ら
 
 

−
虧
刈
り
脚

b
｝

目
ド

O
 

O
ー

り
刈

ρ

お

よ

び

『

善
見
律

　
　

　

毘
婆
沙
』

巻
第
十
一

　
（

大
正

蔵
 
胡
ω

キ
o
）

に

対

応
す
る

。

本
節
末

　
　

　

「

資
料
」

参

照
。

　
（

3
）

　
こ

の

分

類
の

仕

方
は

、

『

根
本
有
部
律
』

巻
第
二

（

大
正

蔵
 
 
o

）

　
　

　

に

い

う

「

薬
」

と
「

呪
」

と
の

二

種
に

よ

る

療
法
に

相

応
す
る

。

治
療

　
　

　

に

関
す
る
一

般
的

分
類
と

見
て

よ

い
。

　
（

4
）

留．

ミ
゜。

　
（

5
）

≦

雷
『

巳

劉

ミ
§
蠡

ミ
bロ
ミ
駄

ミ

鬟
曹

O
 ・

§
冒

」
OO

　
（

6
）

b°

ヨ

」
°。

°。

沖

　
（

7
）

≦．

憲
げ

巳
P
。
り゜

鼻
‘

弓

レ
 

ρ

窰
巴

』
器
 

帋
目

『

b
馬

6
議

§
ミ
ヒ

　
　

　

ミ
、
勸

識

、

き
黛
、

」

く
亀

ミ

霧

く
o
ド

一
H°
、

〈
田

ω

げ
げ
餌 、
ω゜
＜°

　
（

8
）

　
こ

の

場

合
の

浄
法
は

園

言．

尸

b 。

幽

O

に

抵
触
し
か

ね

な
い

。

芝゚

幻

甲

　
　

　
ゴ

巳
騨

（

OO

°
o

搾
二

PH

Φ
 

戸
幽
）

は
こ

の

寓
国

げ
91

”
ロ
O
犀

ヨ
四

長
老
が

律

　
　

　

に

精
通
し
て

い

た

だ

け
に

そ
の

処
置
を

理
解
に

苦
し

む

も
の

と

す
る

。

　
　

　

切
。噂

刈
笥

§
ヒ

勸

ミ
愚
冲

鋤

ミ
ー

嚇

隷
鋤

切．
 
o。

に

は

「

わ

れ
わ
れ
に

は

金
は

不

相

　
　

　

応
で

あ
る

。

花
供
養
は

相
応
し

て

い

る
、

と

い

っ

て

拒

絶
し

て

か

ら

浄

　
　

　

行

（

犀

碧
且

着・
訂
日
旨
9
）

に

よ
っ

て

得
さ

せ

た
」

の

意
で

あ
る

と
い

　
　

　

う
。

　

回

　
パ

リ
ッ

タ
に
よ

る

治

療

（

資
料

戸

ρ

O
）

パ

リ
ッ

タ

が
自
護
呪
（

⇔

暮
ゆ

も
β9

謹

詳
m

）

と

し
て

唱
え
る

こ

と

を

正

式

一

五

四

に

許
さ

れ

た

の

は
、

　一

比
丘

が

蛇
に

咬
ま

れ

た

時
と
さ

れ、

次
の

よ

う

に

言
わ

れ
て

い

る
。

　

「

比
丘
ら

よ
、

も
し

そ
の

比

丘
が

こ

の

よ

う
な
四

種
の

蛇
王

族
（

ヴ
ィ

ル

ー

　

パ

ッ

カ
、

エ

ー

ラ

ー

パ

タ
、

チ

ャ

ブ

ヤ

ー

プ

ッ

タ
、

カ

ン

ハ

ー

ゴ

ー

タ
マ

カ
）

　

に

慈
し
み

の

心
を

も
っ

て

満
た

し

て

い

た
と

す
る

。

比
丘
ら
よ

、

そ
の

比
丘

　

は

蛇
に

咬
ま

れ
て

死
ぬ

こ

と

が

な
か

っ

た
で

あ

ろ
う

。

比
丘
ら

よ、

こ

の

よ

　

う

な
四

種
の

蛇
王

族
に

慈
し

み

の

心
を

も
っ

て

満
た
し

、

自
ら

を

守
り、

自

　

ら

を

守
護
す
る

た

め

に

自
護
呪
を

な
す
こ

と
（

讐
訂
℃
m
ユ
梓

郎
旨

犀
叫

ε
ヨ
）

を

　

許
可

す
る

。

」

　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（

1
）

と
こ

の

規
定

は
パ

ー

リ

律
で

は

わ

ず
か

「

小

事
挺
度
」

で

見
ら

れ
る

に

過
ぎ
な
い

。

他
人
の

た

め

に

比
丘

が
パ

リ

ッ

タ

を

唱

え
た

り
、

儀
礼
と

し
て

行
な
う

り

と
に

つ

い

て

は
パ

ー

リ

律
の

ど
こ

に

も

触
れ

ら
れ

て

い

な
い

し

認
め

ら
れ

て

も
い

な
い

。

し

か

し
、

ニ

カ

ー

ヤ

の

中
に

は
、

例

　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

ー

　

　
　

　
　

　
　
（

2
）

え
ば

『

ア

ー

タ

ー

ナ

ー

テ

ィ

ヤ

経
』

（

出

馬
謡

ミ
竜
黛

あ

ミ
き

）

な

ど
に

よ

れ

ば
、

パ

リ
ッ

タ

の

使
用
が

許
さ
れ

た

ふ

し

が

あ
る

し
、

又
、

ア

ッ

タ

カ

タ

ー

（

註
釈
書
）

に

は
、

釈
尊
自
ら

、

或
い

は

仏
弟
子
阿
難
に

よ
っ

マ
　
　ヘ
　

　
へ

　

　
る

　

　ヘ
　

　ヘ
　

　ミ

て
パ

リ

ッ

タ

儀
礼
が
ヴ
ェ

ー

サ

ー

リ

ー

で

行
な

わ

れ
た

と

さ

え
記
述
さ

（

3
）

れ

て

い

る

の

で

あ

る
。

　

こ

の

律
と

経
典
と
の

間
に

あ
る

溝
、

そ
し

て

ア

ッ

タ

カ

タ

ー

の

記
事

を
い

か

に

理

解
す
れ

ば
よ

い

か

は

難
し
い

問
題
で

あ
る

が
、

少
く

と

も

釈
尊
滅
後
の

人
々

の

中
に

は
、

特
に

古
代
セ

イ
ロ

ン

の

人
々

に

は
、

パ

リ

ッ

タ

と
い

う

も
の

が

釈
尊
在
世
の

頃
か

ら

行
な
わ

れ

て

い

た

と

い

う

伝
統
の

意
識
が

あ
っ

た

こ

と
は

疑
い

得
な
い

。
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ヤ

　

わ

れ
わ

れ
は

今
、

パ

リ

ッ

タ

が
い

つ

頃
か

ら

登

場
し
た

か

と
い

う

始

ヘ
　

　

へ

ま

り
の

検
討

を

直
接
の

目

的
と

し
て

い

る

の

で

は

な
い

か

ら
、

こ

こ

で

は
、

釈

尊
在
世
の

頃
に

す
で

に
パ

リ
ッ

タ

が

あ
っ

た

ら
し

い

と
い

う
こ

と

を

踏
ま

え
て

、

次
の

こ

と

を

確
認
し

て

お

け
ぽ
こ

と

が

足
り

る
。

即

ち
、

パ

リ
ッ

タ

の

機
能
と
し

て
、

律
蔵
お

よ

び

諸
経
典
の

成
立

時

代
に

　
ヘ
　

　

へ

は

予
防
（

未
生
の

悪

害
を
防
ぐ
こ

と
）

が

中
心
で

あ
っ

た
が

、

ア

ッ

タ

カ

タ

ー

時

代
に

は

治
療
（

既
生
の

悪
害
を

断
つ

こ

と
）

に

集
中
さ

れ

て

　

　
　
　

　
（

4
）

い

る

こ

と
で

あ
る

。

　
パ

リ
ッ

タ

は
、

慈
（

日
2
畠
）

、

悲

（

犀

震
ロ

8
）

と

か

念

（
°・

碧
凶

）

と

い

う

観
念
的
な

も
の

か

ら
、

或
い

は

そ

れ
と
相
俟
っ

て

真
実
（

ω
 
OO9

）

、

真
実
語
（

o陰

帥
OO

 

〈
餌
09

口
四曽
　
ロα
鋤
OO

簿
く
口］
U

餌
）

、

誓
言
（
°・

碧
8
田
ユ

愚
）

と
い

っ

た

具
体
的
な
言

葉
に

よ

る

表
示
と

、

更
に

は

パ

リ
ヅ

タ

儀
礼

ep
亭

暮

跨
費
⇔

醤
）

と
い

う

象
徴
的
な
形
へ

と

展
開
し

て

行
っ

た
。

そ

し
て

或

る

程
度
の

定

着
を

見
る

わ

け
で

あ
る
が

、

こ

こ

で

浄
法
が

行
な
わ

れ

る

こ

と
に

な
る

。

そ

れ
は

大
き
く
古
代
イ

ン

ド

の

原
始
仏
教
か

ら

古
代
セ

イ

ロ

ン

の

仏
教
に

至

る

時
代
に

ま
で

限
定
し

て

よ

い

か

と

思
わ

れ

る
。

以
下
に

扱
う

資
料
は

、

パ

リ
ヅ

タ

が

儀
礼
と

し

て
一

応
確
立
し

た

古
代

セ

イ
ロ

ン

に

お

け

る

も
の

で
、

こ

の

中
に

は
、

治
療
手
段

と
し

て
パ

リ

ッ

タ

儀
礼
を
構
成

す

る

さ
ま

ざ
ま

な

要
素
が

含
ま

れ

て

あ

る
。

た

だ

し

資
料
は

異

な
る

三

つ

の

パ

リ

ッ

タ

儀
礼
に

関
す
る

規
定
か

ら

成
る

も
の

と

考
え
ら

れ

る

た
め

、

こ

こ

で

は

B
、

C
、

D
に

区
分
し

た
上

で
、

田

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
（
5

）

に

準
じ
て

検
討
に

入

り
た

い

と

思
う
。

　

　

初
期
仏
教
に

お

け
る

文
化
変
容
（

片
山
）

　

　

　
ω
依
頼
者

　

病
気
の

原

因
が

悪
霊
（
9◎
コ
P
餌

口

環
oooo9

）

な
ど
に

あ
る

と

見
な

さ

れ

た

場
合

、

悪
霊
を

払

追
う
た

め

に

或
い

は

そ
の

防
護
の

た

め

に

パ

リ
ッ

タ

が

比

丘

に

よ
っ

て

誦
唱

さ

れ
る

。

そ
の

誦
唱

を

依
頼
す
る
こ

と

が

で

き

る

者
は

、

　一

方
に

は

比
丘
が

お

り

（

UI
び
）

、

他
方
に

は

信
者

が

い

る

（

じd鴇

ρ

U
山

）

。

主

と

な
る

の

は

後
者

で

あ

り
、

戒
を

受
け

た

者
な

ら

ぽ

誰
に

も
許
さ

れ
る

　
（

じdI

ρ

UI
 
）

。

こ

の

こ

と
は
パ

リ
ッ

タ

の

誦
唱

（

儀
礼
）

が
ア

ッ

タ

カ

タ

ー

時
代
に

は
、

信
者
か

ら
の

要
請
が

多．
く
僧

団
と

し

て

断
り

剴
れ
ぬ

ほ

ど
ポ

ピ
ュ

ラ

ー

な

も
の

に

な
っ

て

い

た
こ

と

を
示

す
。

依
頼
者
が
、

パ

リ
ッ

タ

を

「

唱

え
て

下

さ
い
」

と

言
っ

た

な

ら
ば

よ

し
、

「

行
な
っ

て

下
さ
い

」

と

言

え
ば

不

可
と
い

う

浄

語

を

含

む
規
定
自
体、

ま

た

そ
の

ポ

ピ

ュ

ラ

リ

テ

ィ

を

物
語
っ

て

い

る
。

　

　

　

 
儀
礼
の

方
法

　

こ

れ

も
比

丘
と

信
者
と
の

場
合
に

分
け

ら

れ
る

。

ま

ず
患
者
が

比
丘

の

場
合
に

は

寺
で

行
な
わ
れ

る
。

坐
が

清
め

ら

れ
、

神
々

が

招

待

さ

れ
、

香
や

花
が

捧
げ
ら

れ
て
パ

リ

ッ

タ

が

唱

え
ら

れ
る

（

OI
げ
）

。

　

こ

れ

に

対
し

て

信
者
の

場

合、

そ
の

方

法
は

比
丘

の

そ

れ
と

基
本
的

に

は

変
わ
る

も
の

で

は

な
い

が
、

信
者
の

家
で

主
と
し

て

行
な
わ

れ

る

か

ら

そ
の

た

め

の

準
備
が

細
か

に

規
定
さ

れ
る

。

又
、

パ

リ
ッ

タ

を
唱

え
る

比
丘
は

そ
の

家
に

行
く
こ

と

に

な
る

か

ら
、

或
い

は

ま

た

患
者
が

寺
に

来
る
こ

と

も

あ
る

か

ら

そ
の

た

め

の

準
備
作
法
が

多
く

、

か

つ

綿

密
に

な
ら

ざ
る

を

え

な
い

。

一

五
五
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初
期
仏
教
に

お

け
る

文
化
変
容
（

片
山
）

　

 
パ

リ

ッ

タ

の

誦
唱

者
は

比

丘

で

あ
る

（

しU曽

ρ

U》
）

。

そ
の

う

ち

『

ア

ー

タ

ー

ナ

ー

テ
ィ

ヤ

経
』

を

唱
え

る

者
は

、

悪
霊
が

好
む

肉
や

小

麦
粉
（

菓
子
）

を

食
べ

た

り
、

墓
場
に

住
ん

だ
り

し

て

は

な

ら

な
い

。

し
か

も

信
者
の

家
へ

向
か

う

場
合
も

誦
唱

す
る

場
合
も
武
器

を

携
え
た

者
に

護
衛
さ
れ

ね
ば

な
ら

な

い
。

ま

た

慈
悲
心
に

導
か

れ
て

い

な

け
れ

ぽ

な
ら

な
い

。

こ

う
し

て

彼
は

身
体
の

外
的
清
浄
と

慈
悲
心

に

よ

る

内

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

6
）

的
清
浄
と

を

得
て

読
誦
に

入
る

。

彼
を

「

パ

リ
ッ

タ

を

行
な
う

比
丘
」

（

冨
ユ
＃
帥

訂
鑓
犀
⇔

げ

ゲ

涛
犀
げ

自
）

と

呼
ぶ

（

UIo

）
。

　

 
儀
礼
の

た

め一

に

聖
な
る

場
所
が

設

定
さ

れ

る
。

そ
の

方
法
に

二

種

が

あ
る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

7
）

　

ω

水
を

撤
い

て

浄
め

る

場

合
（

ゆ
ー

げ
）

　

　

　

　

　

（

8
）

　

 

新
鮮
な
牛

糞
を

塗
っ

て

浄
め

る

場

合

（

∪

山
）

G⇒
は

古
代
イ

ン

ド

の

儀
礼
に

お

け

る

大

地
浄
化
の

作
法
に

則
っ

て

い

〔
9

）

る
。

こ

う

し

て

出
き
上
っ

た

場

所
を

「

パ

リ
ッ

タ

儀
礼
の

場
」

（

唱

霞一−

茸

跳
p。

霽
O
口。

＃

訂
昌
仁。

）

と

呼
ぶ

（

Ul
麟
）

。

こ

こ

で

ま

ず
患
者
に

戒
、

学

処
が

授
け
ら

れ

（

ゆ
…

ρ

U
凸
）

、

そ
し
て

比
丘

に

よ

る
パ

リ
ッ

タ

の

読

誦
が

始
ま

る
。

　

 
読

誦
の

経
典
は

、

『

慈
経
』

（

ミ

ミ
毳
ミ
ミ
）

、

『

宝

経
』

（

肉
ミ
袋

§
・

物

ミ
き

）
、

『

旗
先
経
』

（

b
鳶

ミ
亀

偽
恥

毳
ミ
討

）

で

あ

り
、

七

日

間

唱

え

ら

れ

る
。

最
後
は

『

ア

ー

タ

ー

ナ

ー

テ

ィ

ヤ

経
』

で

あ

る
（

切

よ》

ρ

U

I
⇔
）

。

　

 
経

典
の

読
誦
は

、

パ

リ
ッ

タ

儀
礼
に

あ
っ

て

最
も
重

要
な

部
分
で

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　
一

五
六

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　
（

10
）

あ
り

、

こ

れ

を

欠
け
ぽ

儀
礼
は

成
立

し

な
い

。

そ
れ

は
、

悪

霊
が

読
誦

　
ヤ
　
　
　
　

　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　
　

　
　ヨ

の

音
を
聞

く
こ

と
に

よ
っ

て

仏
の

威
力
に

圧
倒
さ
れ

る

か
、

読
誦
の

経

を

理

解
す

る
こ

と

に

よ

っ

て

慈
悲
心

を

起
こ

す
か

の

ど

ち

ら
か

で

あ
る

と

考
え
ら

れ
て

い

る
か

ら
で

あ
る

。

こ

の

読
誦
に

加

え
て

重
要
な

要
素

と

な
る

も
の

に
、

水

（

冨
二
＃
o
窪

欝
⇔
） 、

糸

（

冨
巳

＃

舘
三
雷
）

、

タ

ー

ラ

葉
（

邑
碧
巷
醤
）

、

香
（

αq9
。

昌

穿
ρ。

）

・

花
（

目
曁
閏
）

、

坐
所

供

養

（
鋤
ωコ

笛
ロ
β。

眉
q
冨
）

、

鉢
食
（

噂

言

曾
冨
→

β。

）

、

吉
祥
偈
（

ミ
§
偽

ミ

鴣
勵

ミ
絢
）

が

あ
る

。

ω

水
は

除
魔
な
ど

の

浄
化
作
用
を
持
つ

も
の

と

さ

れ

る

（

ゆ

ポ
）

。

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
マ
　
　

　ヤ

　

の

資
料
で

見
る

限
り

、

今
日
の

よ

う

に

患
者
が

聖

水
と

し

て

こ

れ

を

　

飲
む、

或
い

は

身
に

注

ぐ
こ

と
は

な

さ

れ
て

い

な
い

。

又
、

水

瓶
に

　

も

言
及

さ
れ

て

い

な
い

か

ら
、

水

は

撤
い

て

浄
め

る

目

的
に
の

み

使

　

用

さ
れ
た

ら

し

い
。

し
た

が
っ

て

水

瓶
と

糸
と
の

組
合
せ

に

よ

る

込

　

み

入
っ

た

儀
礼
は

後
世
の

も
の

と

考
え

ら

れ
る

。

塒

糸
は

水
と

共
に

呪
的
な

力
が
あ
る

も
の

と

見
な

さ

れ

た
。

特

に

読

　

誦
に

よ
っ

て

仏、

法
の

威

力
が

吹
き
込
ま

れ

活
性
化
さ

れ

た

糸
は

、

　

護
符
と
し

て

患
者
の

手
や

足
に

結
ば

れ

る

（

ゆ
ー

げ層

O
）

。

セ

イ

ロ

ソ

　

で

は

古
く
か

ら、

こ

の

糸
が

「

パ

リ
ヅ

タ

儀
礼
の

標
識
」

（

℃

胃

葺
甲

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

（

11
）

　

訂
冨
弓
p
−

°。

p。

諏

隷
窟
）

で

あ
る

と

考
え

ら

れ
た

。

）
　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　
　
（

12
）

…
m

タ

ー

ラ

葉
は

、

パ

リ
ッ

タ

を

書
き
込
ん

だ

も
の

で
、

「

法
」

の

シ

ン

（　

ボ

ル

と
し

て

の

役
目

を

果
た

す
（

Ω
。

今
日

の

儀
礼
に

お

い

て
、

貝

葉

　

の

「

パ

リ

ッ

タ

書
」

（

〇

三
汁

も
o
鐙
）

が

糸
に

よ

っ

て

舎
利
容
器
と

水
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瓶
に

結
ば

れ
て

置
か

れ
る

場
合
が
あ
る

が
、

そ
の

原
型
に

近
い

も
の

　
を
こ

こ

に

見
る
こ

と
が

で

き
る

。

司

献
香

、

献
花

、

献
食

、

或
い

は

仏
の

坐
所
供

養
、

吉
祥
偈
の

奉

納

（　
な
ど

が
、

悪
霊
を
慰
撫
す
る

た

め

に

行
な

わ

れ

る

（

U
出
）

。

し

か

　
し
一

般
的
に

は
、

パ

リ
ッ

タ

儀
礼
は

仏
の

威
力
に

よ

っ

て

悪
霊
の

怒

　
り
を

鎮
め

よ

う
と
す
る

の

に

対
し

て
、

バ

リ

儀
礼
で

は

悪

霊

に

供
物

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

21
）

　
を
与
え
て

こ

れ
を
追
い

払

お

う

と

す
る

と

考
え
ら

れ
る

。

し
た

が
っ

　
て

本

来
、

仏
陀
に

捧
げ

ら

れ
る
べ

き
香
・

花
・

灯
燭
な
ど

が
、

た

と

　
え
そ

れ
が

序
曲
と
し

て

で

あ
れ

、

悪
霊
に

供
物
と

し

て

与
え

ら

れ
て

　
い

る

点
か

ら

す
れ
ば

、

こ

の

場

合
の

儀
礼
は

、

構
造
上

、

願
か

け

的

　
な
極
め

て

ヒ

ソ

ド

ウ

色
の

強
い

パ

リ

儀
礼
的

な

も
の

で

あ

る

と

言
わ

　
ざ
る

を

得
ず

、

パ

リ
ッ

タ

の

機
能
か

ら
聊
か

逸
脱
し

た

感

が

あ
る

。

　
と
い
っ

て

も
こ

れ
が

非

仏
教
的
と
い

う
意

味
で

は

な
く

、

む

し

ろ

巧

　
み
に

仏
教
の

儀
礼
化
を

行
な
っ

た

も
の

で

あ

り
、

こ

こ

に

『

ア

ー

タ

　
ー

ナ

ー

テ

ィ

ヤ

経
』

誦
唱

に

よ

る

儀
礼
の

特
殊
な
テ

ク

ニ

ッ

ク

が

あ

　
る

と

も
言

え
る

。

　
　
又

、

こ

の

儀
礼
（

U
ー

ロ

）

に

お

い

て

は
、

少
く
と

も
記
述
の

中
に

　
水
や

糸
、

タ

ー

ラ

葉
と
い

っ

た
一

般
に

見
ら

れ
る

儀
礼
要
素
を

見
出

　
し

え

な
い

。

そ
の

理

由
は
、

そ

れ

ら

が
実
際
に

「

使
用
さ
れ

な
か

っ

　
た
」

か
、

或
い

は

そ
の

「

説

明
が

省
略
さ

れ

た
」

か

の

い

ず
れ
か

で

　
あ
ろ
う

と

思
う

。

後

者
の

場
合

も
当
然
あ

り

う
る

が
、

こ

の

儀
礼
の

　
構
造
か

ら

す
る

な
ら
ば
前

者
に

も
か

な
り
の

妥
当
性
が

認

め

ら

れ

初
期
仏
教
に

お

け
る

文
化
変
容
（

片
山
）

　
る

。

な
ぜ

な
ら

ぽ
、

儀
礼
の

内
容
が

、

　

　
ω
在
家
（

民
家
）

に

お

け
る

清
浄
な

場
で

の

パ

リ
ッ

タ

読
誦

　

　

 
寺
の

清
浄
な
中
庭
で

の

供
物

、

「

吉
祥
偈
」

奉
納

　

　

09
寺
の

古
樹
付
近
に

お

け
る
パ

リ

ッ

タ

読
誦

　
と

い

う

段

階
で

行
な
わ

れ
る

極
め

て

込
み

入
っ

た

も
の

で

あ

る

か

ら

　
だ

。

そ
の

骨
格
は

「

パ

リ
ッ

タ

読
誦
」

と

「

献
供
」

か

ら
成

る

も
の

　
で

、

こ

こ

に

は
一

般
で

使
用
さ
れ

る

糸
や
タ

ー

ラ

葉
の

入
る

余
地

が

　

無
い

と

さ

え

思
わ

れ
る

。

い

ず
れ

に

し
て

も、

前
者
の

場
合
で

あ
る

　

な
ら

ば
、

そ

れ
は

お

そ
ら

く
古
代
イ

ン

ド

の
、

も
は

や

今
日

の

ス

リ

　
ラ

ン

カ

で

は

見
る

こ

と
の

で

き
な
い

型
の

パ

リ

ッ

タ

儀
礼
で

あ

る

と

　
尋 ．
凵

わ

ね
ば

な

ら

な
い

。

　

　

　

 
儀
礼
要
請
の

仕
方

　

患
者
が

比

丘
で

あ
る

場
合

、

儀
礼
の

要
請
に

つ

い

て

特
に

困
難
は

伴

な

わ

な
い

（

U
ー

げ
）

。

問
題
は

信
者
の

場
合
で

あ
る

。

パ

リ

ッ

タ

儀
礼

の

要
請
が

高
ま

れ
ば

僧
団
に

お
い

て

も
そ
の

扱
い

と

か

在
り
方

に

つ

い

て

黙
視
で

き
ず

、

種
々

の

規
定
が

必

要
と

な
る

。

ア

ッ

タ

カ

タ

：

時

代

に

す
で

に

儀
礼
が

頻
繁
に

執
行
さ
れ
て

い

た

こ

と
は

諸

資
料
の

明
か

す

と
こ

ろ

で

あ
り

、

資
料
B
は

そ
の

た

め

に

決
め

ら
れ
た

約
束
ご

と

に

外

な

ら

な
い

。

そ
の

扱
い

の

う

ち

最
も

注
意
さ

れ
た
こ

と

は

「

ど

の

よ

う

な

表
現
で

も
っ

て

儀
礼
が

要
請
さ
れ

る

か
」

で

あ
っ

た
。

　

仏
教
の

基
本
的
立

場
か

ら
言
え
ぽ

、

説
法
お

よ

び

聞

法
は

出
家
在
家

を

問
わ

ず
大
い

に

勧
め

ら

れ

た
が

、

呪
術
的
な
要

素
を

も
つ

儀
礼
の

執

一

五
七
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初
期
仏
教
に

お

け
る

文
化
変
容
（

片
山
）

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
ヘ
　
　　ヨ

行
に

つ

い

て

は

公

認
さ

れ
て

い

な
い

。

そ
こ

で

パ

リ

ッ

タ

儀
礼
も
儀
礼

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
カ
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
ヤ
　

　　
へ

で

あ
っ

て

は

な

ら

ず
、

パ

リ

ッ

タ

（

護
経
）

の

読
誦
で

な

け
れ
ば

な
ら

な
か

っ

た
。

こ

れ
は

既
に

見
て

来
た

通
り
で

あ
る

。

そ
こ

で

次
の

よ

う

な
重

要

な

「

決

定
」

（

〈

ヨ
80

鼠
冨
）

が

下
さ

れ

た
の

で

あ
る

。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
ぬ
　
　　ヘ
　
　
　
へ
　　
　ゐ
　
　
　ヘ
　
　

　
ヘ
　
　

　
へ
　
　

　
あ
　
　　ヘ
　
　
　へ
　
　
　で
　
　
　あ

　

「

病
人
の

た

め

に
パ

リ
ッ

タ

を

行

な
っ

て

下
さ
い

と

言

わ

れ

た

場

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
ヘ

　

　

へ
　

　

あ
　
　

ヘ

　
　へ
　

　

る

　

合、

行
な
っ

て

は

い

け
な
い

。

し

か
し

、

唱
え
下

さ
い

と

言
わ

れ
た

　

な

ら
ぽ
唱

え
る
べ

き
で

あ
る
」

（

ゆ

幽
）

　

こ

れ

は
パ

リ

ヅ

タ

儀
礼
に

関
す
る

基
本

的
な

浄
法
で

あ
る

。

ど
の

よ

う
な

病
人
が

出
て

も

災
難
が

発
生
し

て

も、

こ

の

方
法

に

よ

っ

て

儀
礼

が

可
能
と

な
る

（

ゆ
Io

）
。

又
、

儀
礼
を
執
行
す
る

た

め
の

諸

道

具

に

つ

い

て

も

規
定
さ

れ
た

。

と

り

わ

け
、

水

と

糸
と
は

要
請
者
（

信
者
）

に

よ

っ

て

用

意
さ

れ
る
べ

き
も
の

で

あ
り

、

比
丘

が

こ

れ

を

与
え

れ
ば

悪
作
に

な
っ

た
。

し
た

が
っ

て

要
請
者
が

水
と

糸
を

持
参
し

て

坐
り

、

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

ヘ

　
　

へ

「

パ

リ
ッ

タ

を

唱
え

て

下

さ
い
」

と

言
っ

た

時
、

は

じ
め

て

儀
礼
の

要

請
が

受
諾
さ

れ
た

こ

と

に

な
る

の

で

あ
る

（

切
1

げ
）

。

　

以
上

、

古
代
セ

イ
巨

ン

に

お

け
る

薬
お

よ

び
パ

リ

ッ

タ

に

よ

る

治
療

に

つ

い

て

の

浄
法
を

見
た

が
、

こ

こ

で

は

浄
法
が

生
き
て

い

る
。

や

や

不

透
明
な

部
分
も
見
ら
れ

る

が
、

全
体
と

し
て

は

「

パ

ー

リ

律
」

を

越

え
た

と
こ

ろ
に

踏
み

止
ま
っ

て

お

り

「

浄
法
」

を

越
え
て

は

い

な
い

。

註
W
回

　
（

1
）

　
網

慧゚

戸

呂
 
H
一

〇

　
（

2
）

　
b°
目
尸

b っ

8

一

五

八

（

3
）

　
拙
稿

、

前
掲
論
文
「

パ

リ

ッ

タ

（

閲

母一
暮
ロ
）

儀
礼
の

歴
史
的
背
景
」

　

参
照

。

（

4
）

蔵
外
経
典
で

あ

る

『

ミ

リ

ン

ダ

王

の

問
い
』

（

ミ
ミ
銭
自

旨
諒

蠧

　
　
U鹽

旨
 

）

で

は

「

パ

リ

ッ

タ

を

唱
え
る

こ

と

に

よ

っ

て
、

す
べ

て

の

病

　
　
気
は

鎮
ま
り

、

す
べ

て

の

災

難
は

消
滅
す
る
」

と
い

う
。

こ

こ

で

他
人

　
　
が

唱
え
る

こ

と
に

つ

い

て

明

記
さ

れ
な
い

が
、

予
防
だ

け
で

な
く
治
療

　
　
に

言
及
さ

れ
て

い

る

点
は

注
目

さ

れ
る

。

（

5
）

　
資
料
B
〜
D
に

つ

い

て

は

拙
稿、

前
掲
論

文
「

パ

リ

ッ

タ

（

勺

母
同

簿
国

）

　
　

儀
礼
の

歴

史
的
背
景
」

参
照

。

（

6
）

b剛
窓
§
隷

魯
＆
慧

寒
ミ

惑

蓴
勸

ぎ一．

日゚

唱゚
b⊃
O
°。

山
8

（

7
）

　
切

。

ミ
§
ヒ

ミ
寒
蔑
、

鼠
寒
劃

戸
OQ

。

こ

こ

に

は
、

足
下
に

水
を

撒
く

　
　
の

は

病
気
を

消
滅
さ

せ

る

た

め

で

あ
る

と

言
わ

れ
る

。

（

8
）

oh
°

ぴ
乙
二

戸
朝
 

、、
げ
四
『

ヰ
O
℃

巴
詫

9”．
は

「

新
鮮
な

牛
糞
」

（

11
曽
＝

甲

　
　
oqoBm

矯
ロ

）

を
い

う
。

　
こ

れ
を

「

緑
に

覆
わ

れ
た
」

と

解
す
る
こ

と

に

　
　
は

無
理
が

伴
う
よ

う
で

あ
る

。

（

9
）

。
h°

ミ
§
ミ

§
ミ
＜

」
b⊃

倉

じd
。》

ミ
鬢
嵐、
§
蕊
§

算
勵

戸
G。

 

（

10
）

　
「

読
誦
」

に

つ

い

て

は
、

石
上

善
応
「

初
期
仏
教
に

お

け
る

読
誦
の

　
　
意
味
と

読
誦
経
典
に

つ

い

て
」

（

三

康
文
化
研
究
所
年
報
第
二

号
）

参

　
　
照

。

（

11
）

　
切

。°

唄
等

§
ヒ
9 ー

ミ
誌
冲
勵

ミ
“

隷

画

U°
 

ρ

（

12
）

　
一
げ

置
こ

勹゜

語

（

13
）

　
拙
稿
「

パ

リ

ッ

タ

　
（

勹

胃

算
帥

）

儀
礼

i
ス

リ

ラ

ソ

カ

の

事
例
」

　
　
（

駒
沢
大

学
宗
教
学
論
集
第
9
輯
）

参
照

。
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繁

挙
（

勺

》

口
窰
d
→
目
〉
困
》
〈

毫
〉
団
〉
〈

ヨ
80
出
〉
団
〉
）

b°

（

魯
」
尸

aOF

宀

コ
謹

）

＼
嚇
細
韓

飄
髄

賢
酷
＋

丿
汁
囹

轂
 
誤
゜。

9

　

　
　

　

ム
）

　

　
暫’

酬

黯
什

甜
舞
9。

器
餌

冨
「

a
穹
餌
ω

芻

喜
Φ
・゚

昌
”

ヨ

轟

惹
＄
げ
げ
簿

旨

冨・

同

o

葺
o

臼
評

冨
冨
ヨ

餌

冨い
冨
け

一゜

醵
》
高
師
§
て

需
。

曜
書
［
°

鰰
寄
い

鵬
雪
」

鰍
゜

覇
h

満
珊

潮
黜
L

°

　

　

げ゜

u

践
B
目
凶

旨

冨
冨
ω

筈
巴
げ
四

ヨ

巳
囹
嵜
旨

囹
冨
げ

訂
旨

げ

匡
犀・

穿
ロ
ω

雷

窪
算

聾
口

且

旨
匹

葵
訂
目
鋤

温
鴇

劉
ヨ

岩
魯
島
沼
白。

倒

日
四
〇
。

ユ

滋り

 

p

ヨ
器

夛
ω

巴
爵
9
践
鵠
自
ヨ

三

〇
け

Φ

雷
ヨ

静
二

忽

穿
田
霪
矯

馨
臼

富
段

喜
o

沼

曽
厳

艮
91

窪
ヨ

鬘
訂
げ
げ

訂
亘

訂
岩
三
 

冨
〇
四

自。

臂
 

盆
田
旨
帥
什

昏凶噂

9
器
9
ω

穹
δ

訂
5
ひ亀
9・

冨
け

螽
嘱
o

糞
く
叫

螽
訂
げ

冨
骨

沼
8
昌．

讐
宀

匡

讐
冖

穹
o

ω

碧
鐙
訴
ヨ

鼠
3
げ

げ
9

β

霽
89

鼠

8
覧

昌．

鉾
け

匡

喜
涛

喜
91・

畠
蠢
く

讐
冖

Φ

g
品

轟
＄

冨
O
勢

螽

昏
碧
誓
ぎ
讐
o

畠

冨
二
鴇
o
°。

冨
げ

冨

尹

9・

冨

喜
詈
冖

 

蠹

伽q

萄
蠧
ω

畏

餌

鐸

匐
髯

接
魯

巽
猷

冨
三
同
似

風

響
穹
澤

註

冒
倒

訂
ぴ
げ
僧

ヨ゚

醋
調
日

珪

鞨
拝
口
拝
即
面
沸
凅
幡
面
尊
劉
尊
蜀
薗
↓

φ

獵
藪
鯊
黜゚

雌
融
画

佃

皿

甜
τ

懸
鰍

調
ゆ
。

醋
鯊
胃

懇
皿

竍
斜
輝
醂
皿

鯊
雌
゜

斗
制
“

翻
酔
皿

瞬

罰
卩

慮

酷
蜘
【
°

辮
マ

懸

引
て

識
職
酔
D

粟
柵
−
°

　
　

ρ

碧
璧
。

器
ヨ

且

冨
腎
穹
富
ヨ

犀
91

言
ヨ

〈

具
冨
昌

目
理
口

甘

且
け

簿
α

ξ
p
＃

萄
囹
轟
ヨ

o
洋

譽
o

話
団

温
く

穹
8
冨
量
ロ

芻

冨

且
葛
国

団

紹
器
酬

．
拝

職
針
“

団
隙
お
癰
慧
［

°

薗
譴

調
団
゜

1
雌

沁
゜

口
瞰
鞠゚

財
鰍
》
熱
。

黜
掩

靼
【
°

瑁

雌
皿

尊
＞
Q

団
鰍

異
瀏
藩
襴
蓐
゜

　
　
　

初
期
仏
教
に

お
け
る

文
化
変
容
（

片
山
）

　
　

鼻

冨
O

曾
冨
翻
o

轟
ヨ
9

団
o

冨
ぴ

冨

冒
冨
穿
ぎ

温
話

冨
け

富
。
同

盖−

喬
ヨ

冨
貯

帯

巴
帯

巴

感

爵
く凶

氤
話

く

器

巴゚

9
°。

ロ

。・

四

8
日
釧

感
且

38

奮
穹
倒

ゴ

8
二

冨

日
8
謬

冨
ω

譽
江

卑

額
ε
ヨ

〈

碧
冨
け帥゚

囲
田
゜

面
譴
凵

異
慧
藩
翻
尊
占

嚇
細

申
霽
て

軸
艮

庄

韈
ー

》
て

お
n

財
鞍
占

霽
剛

露
4
丑
ー

臨
卜

鰍
。

雌
沁
軸
母
叫
皿

針
μ

海

懸
ー

°

曝
警

引
冨

強
B

職
需
亠

　

o°

鴇
8
髱
爵

冨

帯
o

二
三
蒟

O

零
畠
ω

喜
ω

譽
鼠

国

寄
宕
旨

蠧
く
o
や

冨
芦

　

喜
 

ω

巴
旨

旨

冨
8
倒

匹

ヨ
の

穹
鼠

富
ヨ

げ

冨
ω

巴
す
ヨ

畠

理
”
σ

冨

豊

団

9
Φ

ε
旨

包

謬
譽
鼠

冨
9

苫
一

〇

け

螽

巒
3
げ

冨
戸

紹
げ
げ
Φ
ω

四

9

讐
け

団
憲

ω

善
巴
匿
ヨ

邑
犀

8
蔭

く

三
け

臂
四

団
o
ロ．
o

毒

冨
ユ

器
ω

冨
げ

冨
登

鰰
跨
湘
繭
軸
B

田
嘗
乳
Q

針
マ

蟄
爿
マ

職
ぐ

引
π

調
μ

ゆ
粮
且

゜

鰰

沁
鞄
蹲
羆
゜

勤
興

針
マ

無
漏
〉
て

瞭
酬
゜

　

　
h°

器
。゚

8
冨
轟
ヨ
餌

冨

鍔
旨
く

曽
鋤

掃

ぎ
。

署

ご
国

醫
m
二

畧
げ

冨
ヨ

ド
ロ

ヨ
ヨ
四

曁

四

⇒
倒

旨
器
騨

暮
o

昌
9

犀
釧
δ

o
げ

冨
ヨ゚

讐
華
翅
熊
゜

疵
S
マ

齶
て

瞳
゜

冒
「
一

・

　
　

  亀゜

写
匿
雪圃
巻
ヨ

穿
o

智
旨
団
国

旨

器

冨
ヰ

訂

鼠
げ

冨
旦

豆
鼠

O

畧
四

岩
→

冨

轟
ヨ

畧
霞
oo

話
ヨ

の
9・

ゴ
p
洋

冨
冨

審
訂
B
岩
超
ヨ
げ

嬰
，

轟
ら

段

冨
け

螽

巷
碧

甘
倒

＄
げ

げ

ρ

冨

日
倒

鼠
嘗

富
3
ε
碧

甘

咢
餌

三凶

冨
甚
轟
αq

譽
江

け

o

器
3
官
o

蓄
旨
 

話
厳

閃

理

菩
げ
釦

骨

霽
ゆ

お
“

鼎
濯

衿
u

湾
鰍
醤
“

蓐
劉
【

鯊
τ

湘゚

薄
B

熟

湘
ー

欝

臟
て

即
゜

沸
謡
巨

油

艦
温
癖
騨

命
く

お
“

曲
蘭
−

°

一

五

九
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初
期
仏
教
に

お

け
る

文
化
変
容
（

片
山
）

　

F

く
Φ

薹
叫

奉
R
爵
胃
o

頃
91
目
p

巻

〈
o

富

言
旨

ゆq

普
 

薯
91

穹
践
幣

自

鐸
自

巳
く

岡

6

ぼ
昌
山
p
口

国

凶

9
旨

く
酬

困
凶

皀

犀
国

ヨ
日
国

ヨ

犀

貝
o
ユ

陣

β。
ω

田

「

轟
o

唇
B
目
。

轟
話

蠢
け

踏
酬

冒
の

白・

釁
島

感

話
げ

冨
の

＆
ロ

旨

寄
冨
げ
げ
・

餌

ヨ゚
弼

〉
蝋
゜

蜘
て

洪
職
τ

》
て

躰
卑
“

翕
藩

轡゚

灘
お
マ

滸
光
て

閾
て

鋼
。

拝
郎
濁

凝゚

鮒
田

團
マ

歯゚

拝
郎
引
て

お
マ

輝
マ

懸
゜

鰍
針
μ

嚇
翻

申
占

　
　

屮

苫

冒
冨
げ

三

算
巨
巳

隆
θ

四

ぎ

含
け

螽
・゚

呂
訂
冨
旨
ヨ
倒

巳

犀
口

δ
二

冨
の

ω

四

σ

冨
雷

冒
旨

縞
冨
げ
げ
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日
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壽
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畧
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ヨ
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O
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＜
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滸
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懸
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冨
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9
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9
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冨
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ヨ
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ぎ
8
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酬
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Φ
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誓
昌
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＃
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瀏
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叫
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．．
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に

お

け
る

文
化
変
容
」

な

る

標
題
の

も
と

に

「

薬
」

を

中
心

に

そ
の

検
討
を

行
な
っ

た
が

、

こ

の

試
み

は

簡
単
に

成

功
し

な
い

し
、

又
終
る

も
の

で

も

な
い

。

そ
の

理

由
は

、

は

じ

め

に

示

し

た

よ

う

に
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化
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容
を

「
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っ

た
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を

も
つ
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々

集
団
ど

う
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が
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的
な
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接
触
を
行

な
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た

結
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の

変
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と

見
る
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り

、

仏
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の
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合
に

は

あ

ま

り
に

も
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情
が

複
雑
に
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ぎ
る

か
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で
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る

。
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と
が

あ
り、

又
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一

方
で

は

仏
教
の

中
で

の

出
家
文
化
／
在
家
文
化
と
い

う

基
本
的
な

も
の

も
あ

る
。

い

ず
れ

も
そ
の

内
容
を

容
易
に

截

然
と
は

し

難
い

。
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あ
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期
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教
に

お
け
る

文
化
変
容
（

片
山
）

い

し
、

資
料
が
限

定
さ

れ
て

し

ま

う
の

で

あ
る

。

　

し

た

が
っ

て
、

本
稿
に

お

け
る

「

薬
」

の

検
討
は

や

や

透
明
度
の
亠

咼

い

手
続
き
に

よ

り

行
な
わ

れ
て

い

る

か

も
知
れ

な

い

が
、

「

初
期
仏
教

に

お

け
る

文

化
変
容
」

考
察
の

ほ

ん

の
一

部
に

し
か

過

ぎ
ず

、

そ
の

全

体
の

解
明
は

、

先
の

文
化
の

諸
対

立

を

考
慮
に

入

れ

た

他
の

衣
・

食
・

住
に

関
す
る

文

献

等
の

総
合
的
な

精
査
比
較
を

俟
た

ね
ば

な

ら

な
い

。

　

＊

本
稿
に

お

け
る
パ

ー

リ

語
の

略
号

は

冨

O
識
職

§
、

、
勸

鳶

夏
q
匙

§
昼

送

　
　

に

準
ず
る

も
の

と

す
る
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